
一
五
九

被
告
人
に
有
利
な
証
拠
の
開
示
に
関
す
る
憲
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明　
　
　
　

翔

一　

問
題
の
所
在

わ
が
国
で
は
、
検
察
官
が
取
調
を
請
求
し
た
証
拠
の
開
示
に
つ
い
て
は
、
刑
事
訴
訟
法
（
以
下
、
法
）
二
九
九
条
一
項
が
当
初
か
ら
存
在
し
た
が（

（
（

、
そ

れ
以
外
の
証
拠
の
開
示
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
六
年
改
正
（
平
成
一
六
年
法
律
第
六
二
号
）
に
よ
る
公
判
前
（
期
日
間
）
整
理
手
続
の
導
入
ま
で（

（
（

明
文
の

規
定
が
な
か
っ
た
。
検
察
官
に
請
求
意
思
の
な
い
被
告
人
の
防
禦
上
有
利
に
使
用
し
う
る
証
拠
の
開
示
は
、
裁
判
所
の
訴
訟
指
揮
に
基
づ
く
個
別
的
開
示

命
令
の
余
地
が
あ
る
の
み
で（

（
（

必
ず
し
も
法
的
に
十
分
担
保
さ
れ
な
い
状
況
が
長
く
続
い
た（

（
（

。

だ
が
、
そ
の
意
義
に
鑑
み
る
と
き
、
か
か
る
被
告
人
に
有
利
な
証
拠
の
開
示
に
関
し
て
憲
法
が
直
接

0

0

何
ら
か
の
要
求
を
し
て
い
る
と
は
解
さ
れ
な
い
だ

ろ
う
か
。
要
求
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
具
体
的
に
い
か
な
る
論
理
に
基
づ
く
い
か
な
る
内
容
の
要
求
か
。
こ
う
し
た
議
論
は
わ
が
国
で
は
活
発
と

は
い
え
な
い
が（

（
（

、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
一
九
六
三
年
以
来
確
立
し
た
議
論
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
同
年
、
合
衆
国
最
高
裁
が
ブ
レ
イ
デ
ィ
で
、｢

（
弁

護
人
か
ら
開
示
）
請
求
が
な
さ
れ
た
、
被
告
人
に
有
利
な
証
拠
を
検
察
官
が
開
示
し
な
い
ま
ま
に
お
く
こ
と
は
、
そ
の
証
拠
が
罪
責
又
は
量
刑
に
重
要

（m
aterial

）
で
あ
る
場
合
は
、
検
察
官
の
善
意
・
悪
意
に
拘
ら
ず
、
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
違
反
と
な
る｣

（
（
（

と
判
示
し
、
被
告
人
に
有
利
な
証
拠
の
開
示

に
関
し
て
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
の
要
求
が
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
た
か
ら
で
あ
る（

（
（

。
ブ
レ
イ
デ
ィ
法
理
と
そ
れ
を
巡
る
合
衆
国
の
議
論
を
基
に（

（
（

、
わ
が



一
六
〇

国
の
憲
法
の
要
求
を
検
討
す
る
こ
と
が
本
稿
の
狙
い
で
あ
る
。

こ
う
し
た
検
討
は
一
六
年
改
正
を
経
た
現
在
も
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。
証
拠
開
示
は
、
事
件
毎
に
争
点
と
証
拠
が
異
な
る
為
、
被
告
人
に
開
示
す
べ

き
証
拠
を
過
不
足
な
く
画
す
る
一
義
的
な
基
準
を
見
出
し
難
い
と
い
う
性
格
、
さ
ら
に
証
拠
開
示
に
よ
り
罪
証
隠
滅
や
証
人
威
迫
、
抗
弁
の
捏
造
、
関
係

者
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
侵
害
、
手
続
関
係
者
の
負
担
増
大
、
手
続
の
遅
滞
等
の
弊
害
が
ど
れ
ほ
ど
生
じ
、
ど
う
対
応
す
べ
き
か
も
一
義
的
に
決
ま
ら
な

い
と
い
う
性
格
を
持
つ
。
こ
の
為
、
一
六
年
改
正
で
制
度
枠
組
が
作
ら
れ
た
こ
と
は
大
き
な
進
展
と
い
え
る
が
、
同
時
に
立
法
で
問
題
が
解
消
し
た
と
は

い
え
な
い
の
で
あ
る
。
特
に
現
行
法
の
制
度
は
、
単
純
な
事
前
全
面
開
示
の
制
度
で
は
な
く
、
開
示
が
段
階
的
に
行
わ
れ
、
検
察
官
請
求
証
拠
以
外
の
開

示
は
証
拠
毎
に
複
数
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
精
緻
な
制
度
で
あ
る（

（
（

。
適
切
な
解
釈
運
用
が
一
層
不
可
欠
と
い
え
る
が
、
仮
に
わ
が
国
で
も
証
拠
開

示
に
関
す
る
憲
法
の
要
求
を
想
定
で
き
れ
ば
、
そ
の
重
要
な
指
針
と
な
り
う
る
。
と
り
わ
け
ブ
レ
イ
デ
ィ
法
理
は
、
わ
が
国
の
憲
法
三
一
条
も
保
障
す

る
と
さ
れ
る
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
を
根
拠
と
し
、
わ
が
国
の
現
行
法
上
は
開
示
対
象
と
な
ら
な
い
証
拠
に
つ
い
て
も
開
示
を
要
求
す
る
場
合
が
あ
る
。
ま

た
当
事
者
主
義
の
本
場
た
る
合
衆
国
で
証
拠
開
示
が
憲
法
の
要
求
と
解
さ
れ
て
い
る
論
理
を
分
析
す
る
こ
と
は
、
多
義
的
な
当
事
者
主
義
（adversary 

system

）（
（（
（

の
理
解
に
も
資
す
る
。
ブ
レ
イ
デ
ィ
法
理
と
そ
れ
を
巡
る
合
衆
国
の
議
論
は
依
然
、
示
唆
に
富
む
と
考
え
る
。

以
下
、
ブ
レ
イ
デ
ィ
法
理
の
展
開
と
現
在
の
解
釈
を
簡
潔
に
確
認
し
た
後
、
合
衆
国
の
議
論
を
分
析
し
、
日
本
法
で
の
応
用
を
検
討
す
る
。

二　

ブ
レ
イ
デ
ィ
法
理
の
展
開
と
現
在
の
解
釈（（（
（

⑴　

一
九
六
三
年
の
ブ
レ
イ
デ
ィ
は
、
弁
護
人
の
明
示
的
な
開
示
請
求
に
も
拘
ら
ず
、
死
刑
回
避
を
求
め
る
被
告
人
の
主
張
と
一
致
す
る
共
犯
者
の
供
述

が
開
示
さ
れ
な
か
っ
た
事
案
で
あ
っ
た
。
ブ
レ
イ
デ
ィ
は
前
記
の
通
り
判
示
し
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
違
反
を
認
め
た
が
、
根
拠
と
し
た
の
は
一
九
三
五
年

の
ム
ー
ニ
ィ（

（（
（

に
始
ま
る
、
検
察
官
が
偽
証
を
そ
れ
と
知
り
な
が
ら
利
用
し
た
事
案
で
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
違
反
が
認
め
ら
れ
た
一
連
の
先
例
で
あ
る
。
検

察
官
の
意
図
的
な
偽
証
利
用
に
は
、
偽
証
を
示
す
証
拠
（
情
報
）
の
悪
意
の
不
開
示
を
伴
う
と
こ
ろ
、
ム
ー
ニ
ィ
の
原
理
は
検
察
官
の
悪
行
の
非
難
で
は



一
六
一

被
告
人
に
有
利
な
証
拠
の
開
示
に
関
す
る
憲
法
三
一
条
の
要
求
（
三
明
）

な
く
公
正
な
裁
判
の
保
障
に
あ
る
と
し
、
被
告
人
側
の
開
示
請
求
の
あ
る
被
告
人
に
有
利
で
重
要
な
証
拠
を
開
示
し
な
い
こ
と
は
、
検
察
官
の
善
意
・
悪

意
に
拘
ら
ず
、
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
違
反
に
な
る
と
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
七
六
年
の
エ
イ
ガ
ー
ズ（

（（
（

で
は
、
被
告
人
側
の
開
示
請
求
が
な
い
場
合
も
検
察
官
に
開
示
義
務
が
生
じ
う
る
か
が
争
わ
れ
た
。
エ
イ
ガ
ー
ズ
は
そ
の

余
地
を
肯
定
し
た
が
、
そ
の
場
合
は
よ
り
高
度
の
証
拠
の
重
要
性
が
要
求
さ
れ
る
と
し
た
。
即
ち
、
証
拠
の
重
要
性
は
、
回
顧
的
に
み
た
裁
判
結
果
に
影

響
を
及
ぼ
す
可
能
性
の
程
度
を
尺
度
と
す
る
と
こ
ろ
、
明
示
的
な
開
示
請
求
が
あ
る
場
合
や
、
証
拠
が
検
察
官
の
不
正
な
偽
証
利
用
を
示
す
場
合
は
、
そ

の
可
能
性
の
程
度
が
低
く
て
も
認
め
ら
れ
る
の
に
対
し
、
明
示
的
請
求
が
な
い
場
合
は
、
相
応
の
蓋
然
性
が
な
け
れ
ば
認
め
ら
れ
な
い
と
し
た
の
で
あ
る
。

開
示
請
求
の
意
義
は
検
察
官
へ
の
告
知
に
あ
り
証
拠
自
体
の
価
値
か
ら
必
要
な
告
知
が
生
じ
う
る
こ
と
、
国
の
代
理
人
た
る
検
察
官
は
正
義
の
実
現
に
忠

実
で
あ
る
べ
き
こ
と
、
明
示
的
請
求
の
な
い
場
合
の
証
拠
の
重
要
性
を
緩
や
か
に
解
せ
ば
全
面
開
示
の
実
務
を
招
き
相
当
で
な
い
こ
と
等
が
理
由
と
し
て

言
及
さ
れ
た
。

　

一
九
八
五
年
の
バ
グ
リ
ー（

（（
（

で
は
、
検
察
側
証
人
に
対
す
る
弾
劾
証
拠
の
開
示
が
争
点
と
な
っ
た
。
バ
グ
リ
ー
は
、
弾
劾
証
拠
も
被
告
人
に
有
利
な
証
拠

と
し
て
開
示
対
象
と
な
り
う
る
と
し
た
上
で
、
エ
イ
ガ
ー
ズ
の
証
拠
の
重
要
性
の
判
断
枠
組
を
一
部
修
正
し
た
。
バ
グ
リ
ー
の
事
案
で
は
明
示
的
な
開
示

請
求
が
あ
っ
た
の
で
、
被
告
人
に
寛
大
な
基
準
で
重
要
性
が
判
断
さ
れ
る
は
ず
の
と
こ
ろ
、
明
示
的
請
求
の
有
無
に
拘
ら
ず
、
証
拠
の
重
要
性
は
と
も
に

裁
判
結
果
に
影
響
を
及
ぼ
す
「
合
理
的
蓋
然
性
（reasonable probability

）」（
（（
（

を
基
準
に
判
断
す
べ
き
と
し
た
の
で
あ
る
。
開
示
請
求
の
存
在
も
裁
判
結

果
に
影
響
を
及
ぼ
す
一
事
情
と
し
て
考
慮
す
れ
ば
足
り
、
合
理
的
蓋
然
性
と
は
裁
判
結
果
の
信
頼
性
を
掘
り
崩
す
程
の
蓋
然
性
だ
と
さ
れ
た
。

　

一
九
九
五
年
の
カ
イ
ル
ズ（

（（
（

は
、
被
告
人
に
有
利
な
不
開
示
証
拠
が
複
数
あ
り
、
一
部
は
警
察
の
み
が
保
管
し
て
い
た
事
案
で
あ
っ
た
。
カ
イ
ル
ズ
は
、

合
理
的
蓋
然
性
と
は
、
無
罪
評
決
に
至
る
可
能
性
の
方
が
そ
う
で
な
い
可
能
性
よ
り
も
高
い
と
い
え
る
程
高
い
蓋
然
性
を
指
す
も
の
で
は
な
い
と
し
た
上

で
（
（（
（

、
証
拠
が
複
数
あ
る
場
合
の
証
拠
の
重
要
性
は
そ
れ
ら
を
総
合
し
て
判
断
さ
れ
、
検
察
官
の
開
示
義
務
は
「
警
察
を
含
む
当
該
事
件
で
政
府
の
側
に
立
っ

て
行
動
し
た
他
者
に
判
明
し
て
い
る
」（

（（
（

証
拠
に
も
及
ぶ
と
し
た
。
証
拠
を
知
り
う
る
の
は
検
察
官
の
み
で
証
拠
を
集
約
す
る
手
段
も
あ
る
こ
と
、
当
事
者

主
義
が
単
な
る
闘
争
の
次
元
に
堕
す
る
べ
き
で
な
い
こ
と
等
が
そ
の
理
由
と
さ
れ
た
。



一
六
二

⑵　

以
上
の
先
例
の
展
開
を
経
て
、
現
在
確
立
し
て
い
る
合
衆
国
最
高
裁
の
ブ
レ
イ
デ
ィ
法
理
の
解
釈
は
次
の
通
り
で
あ
る（

（（
（

。

①　

検
察
官
は
、
弾
劾
証
拠
を
含
む
、
被
告
人
に
有
利
か
つ
重
要
な
証
拠
の
み
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
に
基
づ
く
開
示
義
務
を
負
う

②　

証
拠
の
重
要
性
は
、
回
顧
的
に
み
て
罪
責
又
は
量
刑
に
影
響
を
及
ぼ
す
「
合
理
的
蓋
然
性
」
の
有
無
に
よ
り
判
断
さ
れ（

（（
（

、
証
拠
が
複
数
存
在
す
る

場
合
は
証
拠
毎
で
は
な
く
総
合
的
に
判
断
さ
れ
る

③　

検
察
官
の
開
示
義
務
は
、
検
察
官
の
保
管
証
拠
だ
け
で
な
く
、
警
察
を
含
む
当
該
事
件
で
政
府
の
側
に
立
っ
て
行
動
し
た
他
者
に
判
明
し
て
い
る

証
拠
に
も
及
ぶ

④　

検
察
官
は
、
証
拠
の
存
在
や
価
値
を
知
ら
な
い
こ
と
や
、
被
告
人
側
の
開
示
請
求
が
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
開
示
義
務
を
免
れ
な
い

三　

被
告
人
に
有
利
な
証
拠
の
開
示
に
関
す
る
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
の
要
求

反
対
意
見
や
学
説
に
は
、
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
の
下
、
被
告
人
に
有
利
な
全
証
拠
の
開
示
や
、
検
察
官
保
管
証
拠
の
全
面
開
示
（open file 

discovery

）
が
要
求
さ
れ
る
と
い
う
主
張
も
あ
る
。
以
下
、
そ
う
し
た
主
張
の
う
ち
、
論
拠
の
異
な
る
二
つ
の
見
解
の
検
討
を
通
じ
、
ブ
レ
イ
デ
ィ
法
理

の
解
釈
に
お
け
る
合
衆
国
最
高
裁
の
論
理
と
そ
の
妥
当
性
、
証
拠
開
示
に
関
す
る
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
の
要
求
の
限
界
を
検
討
す
る
。

1　

第
一
の
見
解
─
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
の
真
の
要
求
と
し
て
広
範
な
証
拠
開
示
を
主
張
す
る
見
解（

（（
（

⑴　

第
一
の
見
解
は
、
合
衆
国
最
高
裁
は
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
の
解
釈
を
誤
っ
て
お
り
、
端
的
に
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
は
よ
り
多
く
の
証
拠
開

示
を
要
求
す
る
と
主
張
す
る
。
即
ち
、
①
裁
判
結
果
に
影
響
す
る
合
理
的
蓋
然
性
の
あ
る
証
拠
し
か
開
示
を
要
求
し
な
い
の
は
、
有
罪
の
見
込
み
が
強
い

者
に
は
手
続
的
権
利
を
保
障
し
な
く
て
よ
い
と
い
う
に
等
し
く
、
結
果
で
は
な
く
手
続
の
公
正
さ
を
保
障
す
る
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
の
概
念
と
相
容
れ
な

い
（
（（
（

、
②
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
や
そ
こ
で
保
障
さ
れ
る
公
正
な
裁
判
の
概
念
は
、
双
方
当
事
者
か
ら
証
拠
が
十
分
に
提
出
さ
れ
る
こ
と
や
、
当
事
者
間
の
証



被
告
人
に
有
利
な
証
拠
の
開
示
に
関
す
る
憲
法
三
一
条
の
要
求
（
三
明
）

一
六
三

拠
収
集
能
力
の
較
差
の
是
正
等
を
そ
の
内
容
・
条
件
と
し
、
そ
こ
か
ら
す
れ
ば
被
告
人
に
有
利
と
考
え
る
の
が
合
理
的
な
全
証
拠（

（（
（

、
あ
る
い
は
さ
ら
に
進

ん
で
検
察
官
の
保
管
す
る
全
証
拠（

（（
（

の
開
示
が
原
則
と
し
て
要
求
さ
れ
る
、
③
広
範
な
証
拠
開
示
に
伴
う
弊
害
は
対
処
可
能
で
あ
り
政
策
的
に
も
優
れ
る（

（（
（

、

と
論
ず
る
の
で
あ
る
。

⑵　

三
2
⑶
で
検
討
す
る
通
り
、
確
か
に
憲
法
は
被
告
人
の
防
禦
を
重
視
し
た
刑
事
裁
判
の
構
造
を
用
意
し
て
お
り
、
当
事
者
主
義
も
か
か
る
文
脈
で
理

解
す
れ
ば
、
検
察
官
の
広
範
な
証
拠
開
示
は
憲
法
の
予
定
す
る
公
正
な
裁
判
に
資
す
る
と
い
え
る
。
ま
た
都
市
化
社
会
に
入
り
、
被
告
人
側
は
証
拠
収
集

が
容
易
で
な
く
な
っ
た
一
方
、
訴
追
側
は
捜
査
機
関
の
大
組
織
化
と
捜
査
手
法
の
高
度
化
に
よ
り
対
応
し
た
為
、
訴
追
側
が
事
件
に
関
す
る
証
拠
の
多
く

を
保
管
し
て
い
る
現
状
が
あ
り
、
証
拠
開
示
は
被
告
人
の
防
禦
を
充
実
さ
せ
る
上
で
有
効
で
効
率
的
な
制
度
で
あ
る
。
ま
た
全
面
開
示
を
採
用
す
る
州
も

現
に
あ
り（

（（
（

、
そ
れ
が
政
策
的
に
合
理
的
な
場
合
も
あ
り
え
よ
う
。

⑶　

し
か
し
、
次
の
よ
う
な
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
と
証
拠
開
示
の
性
格
に
照
ら
す
と
、
第
一
の
見
解
は
採
り
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。

デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
は
そ
の
開
か
れ
た
文
言
ゆ
え
、
憲
法
の
個
別
の
条
項
に
反
し
て
い
な
く
と
も
「
基
本
的
公
正
さ
」
や
「
正
義
の
観
念
」
に
反

す
る
手
続
を
違
憲
と
解
す
る
柔
軟
さ
を
有
し（

（（
（

、
か
か
る
解
釈
は
頻
繁
な
改
正
を
予
定
し
な
い
硬
性
憲
法
で
は
合
理
的
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
こ
に
は
裁
判
官

の
恣
意
や
個
人
的
な
政
策
判
断
が
介
在
す
る
虞
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
の
内
容
と
し
て
他
の
統
治
機
関
に
押
し
付
け
ら
れ
、
権
力
分
立

を
損
な
う
事
態
は
厳
に
避
け
る
必
要
が
あ
る（

（（
（

。
特
に
刑
事
手
続
に
関
し
て
は
、
憲
法
が
個
別
の
条
項
を
既
に
多
く
有
し
て
お
り
、
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条

項
固
有
の
保
障
を
及
ぼ
す
に
は
謙
抑
さ
と
強
い
説
得
力
を
要
す
る（

（（
（

。

他
方
、
証
拠
開
示
は
、
例
え
ば
対
決
権
の
よ
う
に（

（（
（

、
そ
れ
自
体
に
伝
統
的
で
固
有
の
価
値
が
あ
る
訳
で
は
な
く
、
被
告
人
の
防
御
を
充
実
さ
せ
る
手
段

と
し
て
の
性
格
が
強
い（

（（
（

。
ま
た
手
段
と
し
て
も
証
拠
開
示
は
、
例
え
ば
弁
護
人
の
助
力
の
よ
う
に（

（（
（

、
そ
れ
を
欠
け
ば
被
告
人
の
防
御
が
殆
ど
常
に
期
待
で

き
な
く
な
る
も
の
と
ま
で
は
い
い
が
た
い
。
さ
ら
に
前
述
の
通
り
被
告
人
に
開
示
す
べ
き
証
拠
を
妥
当
な
範
囲
で
画
す
る
一
義
的
な
基
準
は
な
く
、
ま
た

弊
害
を
伴
う
為
、
安
易
に
広
範
な
開
示
が
政
策
的
に
優
れ
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
な
い
。

そ
う
す
る
と
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
や
公
正
な
裁
判
の
概
念
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
れ
、
そ
こ
か
ら
直
ち
に
具
体
的
な
証
拠
開
示
の
制
度
や
義
務
を
演
繹



一
六
四

す
る
こ
と
は
困
難
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
し
て
全
面
開
示
や
そ
れ
に
近
い
制
度
が
採
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
や
公
正
な
裁

判
に
反
す
る
と
論
ず
る
の
は
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
の
解
釈
と
し
て
あ
ま
り
に
大
胆
だ
と
思
わ
れ
る
。

2　

ブ
レ
イ
デ
ィ
法
理
の
解
釈
に
お
け
る
合
衆
国
最
高
裁
の
理
論
構
成

⑴　

右
に
み
た
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
と
証
拠
開
示
の
性
格
に
鑑
み
る
と
、
合
衆
国
最
高
裁
が
現
在
の
ブ
レ
イ
デ
ィ
法
理
の
解
釈
に
至
っ
た
考
察
と
論

理
を
推
測
で
き
る
。
即
ち
、
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
や
公
正
な
裁
判
の
概
念
か
ら
直
ち
に
具
体
的
に
演
繹
す
る
の
が
難
し
い
と
な
る
と
、
検
察
官
の
デ
ュ
ー
・

プ
ロ
セ
ス
条
項
に
基
づ
く
証
拠
開
示
義
務
は
、
検
察
官
が
い
か
な
る
証
拠
を
開
示
し
な
か
っ
た
場
合
に
、
裁
判
官
の
恣
意
や
個
人
的
な
政
策
判
断
が
介
在

す
る
余
地
の
な
い
、
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
や
公
正
な
裁
判
の
否
定
と
い
い
う
る
明
白
な
手
続
的
不
合
理
さ
を
認
め
ら
れ
る
か
、
と
い
う
裏
側
か
ら

0

0

0

0

検
討
す

る
ほ
か
な
い
。
か
か
る
明
白
な
手
続
的
不
合
理
は
、
検
察
官
が
意
図
的
に
偽
証
を
利
用
す
る
に
伴
い
証
拠
を
隠
匿
し
た
場
合
は
認
め
易
い
が（

（（
（

、
高
度
の
非

難
に
値
す
る
不
正
行
為
が
存
在
す
る
場
合
し
か
開
示
義
務
が
問
題
と
な
ら
な
い
の
は
あ
ま
り
に
狭
く
感
じ
ら
れ
る（

（（
（

。
そ
こ
で
検
察
官
が
国
の
代
理
人
と
し

て
手
続
の
公
正
さ
に
特
別
な
責
務
、
中
で
も
誤
判
を
回
避
す
る
責
務

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
負
う
と
解
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
着
目
す
る
と（

（（
（

、
専
ら（

（（
（

検
察
官
が
証
拠
を
開
示
し
な

か
っ
た
為
に
、
誤
判
の
具
体
的
な
虞
が
残
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

判
決
が
下
さ
れ
た
場
合
も（

（（
（

右
に
い
う
明
白
な
手
続
的
不
合
理
さ
を
認
め
る
余
地
が
あ
る（

（（
（

。
合
衆
国
最
高
裁
は

こ
う
し
た
考
察
を
経
て
、
裁
判
結
果
の
信
頼
性
を
掘
り
崩
す
程
の
蓋
然
性

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
意
味
で
裁
判
結
果
に
影
響
す
る
合
理
的
蓋
然
性
の
あ
る
証
拠
の
み
、
検

察
官
は
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
に
基
づ
く
開
示
義
務
を
負
う
と
し
、
同
時
に
検
察
官
が
証
拠
の
存
在
や
価
値
を
知
ら
な
い
こ
と
や
被
告
人
側
の
開
示
請

求
が
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
開
示
義
務
は
免
れ
な
い
と
す
る
現
在
の
解
釈
に
至
っ
た
と
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。

⑵　

デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
の
要
求
を
定
立
的
に
示
す
こ
と
が
難
し
い
場
合
に
、
被
告
人
が
被
っ
た
不
利
益
に
対
し
明
白
な
不
合
理
さ
を
実
感
さ
せ
る
具
体

的
事
情
が
あ
る
こ
と
を
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
違
反
の
決
め
手
と
す
る
こ
と
は
先
例
上
間
々
み
ら
れ
る（

（（
（

。
こ
れ
は
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
の
謙
抑
的
解
釈

の
必
要
、
公
正
さ
や
正
義
の
概
念
が
持
つ
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
性
格（

（（
（

と
整
合
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
え
る
。
ま
た
検
察
官
は
通
常
の
訴
訟
当
事
者
の
代
理
人
で

は
な
く
国
や
公
の
代
理
人
で
あ
る
か
ら
、
有
罪
獲
得
の
み
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
手
続
の
公
正
さ
、
特
に
誤
判
回
避
に
特
別
な
責
務
を
負
う
と
の
理
解



一
六
五

被
告
人
に
有
利
な
証
拠
の
開
示
に
関
す
る
憲
法
三
一
条
の
要
求
（
三
明
）

は
一
九
世
紀
か
ら
み
ら
れ（

（（
（

、
一
九
三
五
年
に
合
衆
国
最
高
裁
も
判
示
し（

（（
（

、
現
在
は
倫
理
規
則
等
に
明
記
さ
れ（

（（
（

確
立
し
て
い
る
。
抽
象
的
な
責
務
と
は
い
え
、

検
察
官
に
国
や
公
の
代
理
人
と
し
て
誤
判
回
避
の
責
務
が
あ
る
と
い
う
確
立
し
た
理
解
を
前
提
に
、
専
ら
検
察
官
の
一
定
の
行
為
の
為
に
誤
判
の
具
体
的

な
虞
の
残
る
判
決
が
下
さ
れ
た
場
合
の
そ
の
撞
着
性
と
被
告
人
の
被
る
不
利
益
の
重
大
さ
を
捉
え
、
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
や
公
正
な
裁
判
の
否
定
に
至
る

明
白
な
手
続
的
不
合
理
と
認
め
よ
う
と
い
う
理
論
構
成
は
不
可
能
で
な
い
と
思
わ
れ
る（

（（
（

。
か
か
る
理
論
構
成
に
由
来
す
る
と
み
れ
ば
、
裁
判
結
果
に
影
響

す
る
合
理
的
蓋
然
性
の
あ
る
証
拠
し
か

0

0

開
示
が
要
求
さ
れ
な
い
と
解
す
る
こ
と
は
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
の
解
釈
と
し
て
不
合
理
と
は
い
え
な
い
。

⑶　

尤
も
こ
の
理
論
構
成
か
ら
証
拠
開
示

0

0

0

0

の
義
務
を
導
く
こ
と
の
説
得
力
や
、
導
き
う
る
開
示
義
務
の
内
容
は
当
事
者
主
義
の
理
解
に
左
右
さ
れ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
即
ち
、
当
事
者
主
義
は
英
米
で
は
公
正
な
裁
判
の
基
本
的
内
容
と
解
さ
れ
て
い
る
。
検
察
官
に
誤
判
回
避
の
責
務
が
あ
る
と
い
っ
て
も
当
事

者
主
義
の
本
質
的
要
請
に
従
っ
た
行
為
や
、
そ
の
下
で
検
察
官
に
期
待
さ
れ
な
い
行
為
を
理
由
に
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
違
反
に
至
る
明
白
な
手
続
的
不
合

理
が
生
ず
る
と
い
う
の
は
容
易
で
な
い（

（（
（

。
従
っ
て
仮
に
当
事
者
が
相
手
方
の
手
を
貸
り
ず
に
証
拠
を
収
集
す
る
こ
と
が
当
事
者
主
義
の
本
質
的
要
請
だ
と

す
れ
ば
、
右
⑵
の
理
論
構
成
か
ら
証
拠
開
示
義
務
を
導
く
の
は
容
易
で
な
く
、
導
け
る
と
し
て
も
開
示
義
務
の
内
容
は
受
動
的
で
軽
い
も
の
と
な
る
は
ず

で
あ
る
。
反
対
に
、
証
拠
開
示
は
当
事
者
主
義
の
本
質
に
照
ら
し
望
ま
し
く
、
そ
こ
で
予
定
さ
れ
る
検
察
官
の
役
割
に
照
ら
し
期
待
し
う
る
措
置
だ
と
す

れ
ば
、
右
⑵
の
理
論
構
成
か
ら
証
拠
開
示
義
務
を
導
く
説
得
力
は
強
く
、
開
示
義
務
の
内
容
も
能
動
的
で
重
い
も
の
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
前
述
の
カ
イ
ル
ズ
は
、
検
察
官
は
、
被
告
人
側
の
請
求
が
な
く
と
も
、
当
該
捜
査
に
関
与
し
た
警
察
等
の
保
管
す
る
被
告
人
に
有
利
な
証
拠
を
集

約
し
、
証
拠
が
複
数
あ
る
場
合
は
そ
れ
ら
を
総
合
し
て
評
価
し
、
裁
判
結
果
に
影
響
す
る
合
理
的
蓋
然
性
が
あ
る
か
自
ら
の
責
任
で

0

0

0

0

0

0

判
断
し
開
示
を
行
う

と
い
う
能
動
的
で
重
い
開
示
義
務
を
負
う
と
解
し
た（

（（
（

。
被
告
人
側
の
明
示
的
請
求
が
あ
る
場
合
や
、
証
拠
が
検
察
官
の
保
管
証
拠
に
含
ま
れ
そ
の
価
値
が

一
見
し
て
明
白
な
場
合
に
限
る
な
ら
ば
別
論
、
被
告
人
に
有
利
な
証
拠
の
開
示
の
為
、
検
察
官
が
こ
こ
ま
で
能
動
的
に
行
動
し
な
け
れ
ば
デ
ュ
ー
・
プ
ロ

セ
ス
違
反
が
生
ず
る
と
い
う
以
上
、
右
の
検
討
に
従
え
ば
、
当
事
者
が
相
手
方
に
手
を
貸
り
ず
に
証
拠
を
収
集
す
る
こ
と
が
当
事
者
主
義
の
本
質
に
照
ら

し
殊
更
強
い
要
請
と
は
解
さ
れ
て
い
な
い
と
い
え
る（

（（
（

。
カ
イ
ル
ズ
は
さ
ら
に
、
検
察
官
が
開
示
の
要
否
に
迷
う
と
き
開
示
方
向
で
処
理
す
る
こ
と
は
「
刑

事
裁
判
を
、
検
察
官
の
私
的
審
議
の
場
と
は
異
な
る
、
刑
事
告
発
の
事
実
を
解
明
す
る
為
に
選
ば
れ
た
討
議
の
場
と
し
て
維
持
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
判



一
六
六

示
す
る
な
ど（

（（
（

、
証
拠
開
示
が
当
事
者
主
義
を
あ
る
べ
き
姿
に
維
持
す
る
の
に
資
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
右
⑵
の
理
論
構
成
か
ら

カ
イ
ル
ズ
の
判
示
し
た
検
察
官
の
能
動
的
な
証
拠
開
示
義
務
を
導
き
う
る
よ
う
な
当
事
者
主
義
の
理
解
は
可
能
だ
ろ
う
か
。

ⅰ　

証
拠
開
示
が
当
事
者
主
義
に
資
す
る
と
い
う
と
き
に
な
さ
れ
る
説
明
と
し
て
、
当
事
者
主
義
は
争
点
と
証
拠
の
提
出
を
当
事
者
に
委
ね
る
こ
と
で
裁

判
所
の
中
立
性
を
維
持
し
た
正
確
な
事
実
解
明
を
狙
い
と
す
る
と
こ
ろ（

（（
（

、
証
拠
開
示
は
双
方
当
事
者
か
ら
の
十
分
な
証
拠
の
提
出
を
確
保
す
る
点
で
当
事

者
主
義
に
よ
る
事
実
解
明
を
促
進
す
る
、
と
い
う
も
の
が
あ
る（

（（
（

。
確
か
に
当
事
者
主
義
と
証
拠
開
示
は
か
か
る
効
用
を
持
ち
う
る
し
、
両
者
が
必
ず
し
も

矛
盾
し
な
い
こ
と
の
説
明
に
は
な
る
。
だ
が
こ
の
よ
う
に
当
事
者
主
義
を
専
ら
正
確
な
事
実
解
明
の
道
具
と
理
解
す
る
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
る
他
、
こ
の

理
解
に
よ
る
と
、
被
告
人
側
へ
の
証
拠
開
示
は
常
に
事
実
解
明
を
促
進
す
る
と
は
い
え
な
い
点
で
一
概
に
当
事
者
主
義
に
望
ま
し
い
こ
と
に
は
な
ら
ず（

（（
（

、

ま
た
検
察
官
に
証
拠
開
示
を
期
待
す
べ
き
原
理
的
な
理
由
や
検
察
官
固
有
の
役
割
と
い
っ
た
も
の
は
生
じ
て
こ
な
い（

（（
（

。
こ
の
当
事
者
主
義
の
理
解
の
下
で

は
、
右
⑵
の
理
論
構
成
か
ら
カ
イ
ル
ズ
の
判
示
し
た
検
察
官
の
能
動
的
な
証
拠
開
示
義
務
を
導
く
こ
と
は
難
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ⅱ　

求
め
ら
れ
て
い
る
当
事
者
主
義
の
理
解
と
な
り
う
る
の
は
、
次
の
よ
う
な
憲
法
に
基
礎
を
見
出
す
刑
事
裁
判
固
有
の
規
範
的
な
当
事
者
主
義
の
理
解

だ
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
刑
事
裁
判
で
は
当
事
者
主
義
の
前
に
弾
劾
主
義
（accusatorial system

）
が
働
き（

（（
（

、
そ
こ
で
は
訴
追
者
の
適
式
の
訴
追
が
あ
っ

て
初
め
て
刑
事
裁
判
は
開
か
れ
、
訴
追
者
は
予
め
明
示
し
た
被
告
人
の
犯
行
を
一
か
ら
合
理
的
疑
い
を
容
れ
な
い
程
度
ま
で
独
力
で
主
張
・
立
証
す
る
こ

と
を
求
め
ら
れ
、
失
敗
し
た
場
合
は
直
ち
に
無
罪
判
決
が
下
さ
れ
る
。
か
か
る
重
い
義
務
を
負
う
訴
追
者
を
置
く
こ
と
で
刑
事
訴
追
が
無
辜
の
処
罰
や
圧

政
に
至
る
の
を
防
ぐ
の
が
弾
劾
主
義
の
狙
い
で
あ
り
、
第
五
修
正
の
自
己
負
罪
拒
否
特
権
の
保
障
に
そ
の
典
型
的
表
現
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
弾
劾
主
義
を

前
提
に
、
第
六
修
正
に
定
め
ら
れ
る
訴
追
内
容
の
告
知
を
受
け
る
権
利
、
対
決
権
、
喚
問
権
、
弁
護
権
等
が
被
告
人
の
基
本
権
と
し
て

0

0

0

0

0

0

保
障
さ
れ
る
こ
と

で
当
事
者
主
義
の
刑
事
裁
判
が
憲
法
上
成
り
立
つ（

（（
（

。
こ
う
し
て
成
立
す
る
当
事
者
主
義
の
狙
い
は
、
正
確
な
事
実
認
定
や
無
辜
の
不
処
罰
だ
け
で
は
な
く
、

被
告
人
の
反
論
・
反
証
を
最
も
先
鋭
化
・
徹
底
し
た
形
で
聴
聞
す
る
こ
と
で
、
被
告
人
に
受
容
を
期
待
し
う
る
正
義
に
適
っ
た
有
罪
判
決
・
科
刑
を
実
現

す
る
こ
と
に
あ
る（

（（
（

、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
英
米
で
伝
統
的
に
公
正
な
裁
判
の
基
本
的
内
容
と
解
さ
れ
て
き
た
当
事
者
主
義
の
本
質
は
、
正
確
な
事
実
解

明
の
道
具
と
し
て
の
優
位
性
よ
り
も
、
こ
う
し
た
規
範
的
側
面
に
見
出
す
べ
き
と
考
え
る
。
個
人
の
尊
厳
の
相
互
尊
重
で
結
び
つ
く
社
会
を
維
持
す
る
に
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は
、
刑
罰
ほ
ど
重
大
な
不
利
益
を
個
人
に
課
す
に
は
、
当
該
個
人

0

0

0

0

が
理
性
に
照
ら
せ
ば
、
そ
れ
を
や
む
を
え
な
い
も
の
と
し
て
受
容
し
う
る
個
別
化
さ
れ

た
理
由
を
要
す
る
。
さ
ら
に
刑
罰
が
犯
行
者
を
非
難
し
、
犯
行
者
を
含
む
社
会
成
員
で
被
害
者
の
尊
厳
と
相
互
性
の
価
値
を
確
認
す
る
も
の
だ
と
す
れ
ば
、

当
該
犯
行
者

0

0

0

0

0

に
非
難
の
意
味
が
伝
達
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
科
刑
に
は
被
告
人
が
社
会
と
意
思
疎
通
を
行
い
科
刑
の
理
由
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
す
る
手

続
が
不
可
欠
な
の
で
あ
り（

（（
（

、
そ
れ
を
最
も
徹
底
し
た
手
続
が
、
被
告
人
が
そ
の
言
い
分
を
先
鋭
化
・
徹
底
し
て
展
開
で
き
、
社
会
を
代
理
す
る
検
察
官
が

十
分
な
応
答
・
対
論
を
求
め
ら
れ
、
両
者
の
論
争
の
結
果
に
従
っ
て
裁
判
所
が
判
決
を
下
す
当
事
者
主
義
の
刑
事
裁
判
だ
と
解
す
べ
き
で
あ
る（

（（
（

。

さ
て
こ
の
後
者
の
当
事
者
主
義
の
理
解
の
下
で
は
、
被
告
人
が
そ
の
言
い
分
を
展
開
す
る
こ
と
に
規
範
的
意
義
が
あ
り
、
被
告
人
に
そ
の
手
段
を
与
え

る
こ
と
は
当
事
者
主
義
に
と
っ
て
一
般
的
に
望
ま
し
い
と
い
え
る（

（（
（

。
ま
た
そ
こ
で
予
定
さ
れ
る
訴
追
者
た
る
検
察
官
の
役
割
は
、
有
罪
獲
得
の
み
を
目
指

す
の
で
は
な
く
、
訴
追
が
圧
政
や
無
辜
の
処
罰
に
至
ら
な
い
よ
う
慎
重
な
準
備
と
検
討
を
行
い（

（（
（

、
訴
追
し
た
場
合
は
、
社
会
を
代
理
し
て
被
告
人
の
最
大

限
の
言
い
分
を
十
分
に
克
服
す
る
対
論
を
展
開
し
て
み
せ
、
判
決
・
科
刑
の
正
当
性
を
基
礎
付
け
る
こ
と
に
あ
る
と
解
さ
れ
る（

（（
（

。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
見

込
み
訴
追
や
無
辜
の
処
罰
を
回
避
し
、
ま
た
判
決
と
科
刑
の
正
当
性
を
高
め
る
為
、
検
察
官
が
、
同
じ
く
社
会
の
側
に
立
っ
て
当
該
捜
査
に
関
与
し
た
、

警
察
等
の
保
管
す
る
被
告
人
に
有
利
な
証
拠
を
自
ら
集
約
し（

（（
（

、
慎
重
な
吟
味
を
加
え
た
り
、
そ
れ
ら
を
広
く
被
告
人
側
に
開
示
す
る
こ
と
も（

（（
（

、
訴
追
者
と

し
て
の
役
割
に
相
応
し
く
期
待
し
う
る
措
置
と
解
さ
れ
る（

（（
（

。

こ
こ
か
ら
直
ち
に
広
範
な
証
拠
開
示
が
被
告
人
の
法
的
権
利
だ
と
か
常
に
政
策
的
に
優
れ
る
と
は
い
え
な
い
の
は
三
1
で
検
討
し
た
通
り
だ
が
、
右
⑵

で
み
た
理
論
構
成
に
基
づ
い
て
カ
イ
ル
ズ
の
判
示
し
た
検
察
官
の
能
動
的
な
証
拠
開
示
義
務
を
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
の
解
釈
と
し
て
導
き
う
る
と
考

え
ら
れ
る
。
即
ち
、
検
察
官
が
、
当
該
捜
査
に
関
与
し
た
警
察
等
の
保
管
す
る
被
告
人
に
有
利
な
証
拠
を
自
ら
集
約
し
、
そ
れ
ら
を
慎
重
に
吟
味
し
た
り
、

被
告
人
側
に
広
く
開
示
す
る
こ
と
は
当
事
者
主
義
に
と
っ
て
望
ま
し
く
、
そ
こ
で
予
定
さ
れ
て
い
る
検
察
官
の
訴
追
者
と
し
て
の
役
割
に
照
ら
し
て
期
待

し
う
る
に
も
拘
ら
ず
、
国
・
公
の
代
理
人
と
し
て
誤
判
回
避
の
責
務
を
負
う
は
ず
の
検
察
官
が
そ
れ
を
し
な
か
っ
た
為
に
、
誤
判
の
具
体
的
な
虞
の
残
る

判
決
が
下
さ
れ
る
こ
と
は
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
違
反
に
至
る
明
白
な
手
続
的
不
合
理
だ
と
論
じ
う
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
右
に
み
た
当
事
者
主
義
（
と
そ

の
前
提
と
な
る
弾
劾
主
義
）
の
下
で
の
訴
追
者
の
役
割
の
理
解
は
、
検
察
官
は
国
・
公
の
代
理
人
と
し
て
手
続
の
公
正
さ
や
誤
判
回
避
に
特
別
な
責
務
を



一
六
八

負
う
と
の
伝
統
的
な
理
解
と
平
仄
が
合
い
、
ま
た
全
て
で
は
な
い
に
せ
よ
、
そ
の
実
質
的
内
容
を
与
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
二
⑵
で
み
た
合
衆
国
最

高
裁
の
現
在
の
ブ
レ
イ
デ
ィ
法
理
の
解
釈
は
、
後
者
の
当
事
者
主
義
の
理
解
を
前
提
に
、
右
⑵
の
理
論
構
成
に
基
づ
く
と
み
れ
ば
、
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス

条
項
の
解
釈
と
し
て
十
分
説
得
的
だ
と
考
え
る
。

3　

第
二
の
見
解
―
憲
法
上
の
予
防
法
理
の
理
論
を
援
用
し
広
範
な
証
拠
開
示
を
主
張
す
る
見
解（

（（
（

⑴　

さ
て
学
説
に
は
、
現
在
の
合
衆
国
最
高
裁
の
解
釈
は
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
が
真
に

0

0

要
求
す
る
証
拠
開
示
の
内
容
と
し
て
は
妥
当
で
あ
る
と
し
た

上
で
、
憲
法
上
の
予
防
法
理
（constitutional prophylactic rule

）
と
よ
ば
れ
る
理
論
を
援
用
し
、
広
範
な
証
拠
開
示
を
主
張
す
る
見
解
も
あ
る
。

憲
法
上
の
予
防
法
理
の
理
論
と
は
大
要
、
憲
法
が
真
に
要
求
す
る
権
利
だ
け
を
保
障
し
よ
う
と
し
て
も
そ
の
保
障
や
救
済
が
実
現
し
な
い
場
合
、
憲
法

は
具
体
的
内
容
は
特
定
し
な
い
が
、
そ
の
権
利
を
実
効
的
に
保
障
す
る
何
ら
か
の
効
果
的
保
護
策
ま
で
要
求
す
る
と
い
う
理
解
の
下
、
裁
判
所
が
か
か
る

憲
法
の
要
求
に
自
ら
応
え
、
権
利
侵
害
を
事
前
に
防
ぐ
方
策
（
予
防
法
理
）
を
策
定
す
る
こ
と
も
憲
法
解
釈
権
に
基
づ
き
許
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
、
と
い

う
理
論
で
あ
る（

（（
（

。
こ
れ
は
元
々
ミ
ラ
ン
ダ
法
理
の
憲
法
上
の
特
殊
な
地
位
を
説
明
す
る
理
論
と
し
て
登
場
し
た
が（

（（
（

、
合
理
的
な
理
論
だ
と
思
わ
れ
る
。
殊

刑
事
手
続
に
関
す
る
憲
法
上
の
権
利
が
頻
繁
に
侵
害
さ
れ
救
済
も
奏
功
し
て
い
な
い
虞
が
強
い
場
合
に
、
当
該
権
利
を
実
効
的
に
保
障
す
る
方
策
の
策
定

に
政
策
的
衡
量
を
伴
う
か
ら
と
い
っ
て
憲
法
が
何
も
要
求
し
な
い
と
は
考
え
難
く
、
内
容
は
特
定
せ
ず
何
ら
か
の
効
果
的
保
護
策
の
実
施
の
み
を
憲
法
が

要
求
す
る
こ
と
も
観
念
し
う
る
。
裁
判
所
は
一
般
に
立
法
府
に
比
し
政
策
判
断
を
行
う
能
力
と
正
当
性
に
劣
る
が
、
他
方
で
立
法
府
は
公
衆
に
敵
視
さ
れ

が
ち
な
被
疑
者
・
被
告
人
の
権
利
を
十
分
保
護
し
な
い
虞
が
あ
る（

（（
（

。
立
法
府
を
始
め
と
す
る
他
の
統
治
機
関
が
憲
法
の
要
求
す
る
効
果
的
保
護
策
の
実
施

を
長
く
怠
っ
た
場
合
の
最
終
手
段
と
し
て
、
憲
法
の
擁
護
者
た
る
裁
判
所
が
自
ら
憲
法
の
要
求
に
応
え
る
こ
と
が
常
に
不
合
理
だ
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う（

（（
（

。

こ
の
第
二
の
見
解
は
、
①
ブ
レ
イ
デ
ィ
法
理
の
下
で
の
証
拠
開
示
は
、
ミ
ラ
ン
ダ
法
理
が
保
護
し
よ
う
と
し
た
身
柄
拘
束
下
の
取
調
べ
で
の
黙
秘
権
と

同
様
、
そ
の
保
障
だ
け
を
求
め
て
も
保
障
や
救
済
が
実
現
し
な
い
の
で
、
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
は
何
ら
か
の
効
果
的
保
護
策
ま
で
要
求
し
て
い
る
、

②
そ
こ
で
裁
判
所
は
、
検
察
官
保
管
証
拠
の
全
面
開
示
を
要
求
す
る
予
防
法
理
を
採
用
す
べ
き
だ
と
論
ず
る
の
で
あ
る（

（（
（

。
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⑵　

①
の
主
張
は
説
得
力
が
強
い
と
思
わ
れ
る
。
ミ
ラ
ン
ダ
が
身
柄
拘
束
下
の
取
調
べ
に
黙
秘
権
の
保
護
策
を
設
け
た
の
は
身
柄
拘
束
下
の
取
調
べ
は
黙

秘
権
侵
害
が
生
じ
易
く
、
か
つ
可
視
性
が
低
い
為
に
事
情
の
総
合
に
よ
る
判
断
で
は
黙
秘
権
侵
害
を
正
し
く
救
済
で
き
な
か
っ
た
為
と
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
、

ブ
レ
イ
デ
ィ
法
理
の
下
で
の
証
拠
開
示
も
類
似
の
懸
念
が
あ
る
。
公
判
の
推
移
が
明
ら
か
で
な
い
段
階
で
、
証
拠
が
裁
判
結
果
に
影
響
す
る
合
理
的
蓋
然

と
い
う
か
な
り
微
妙
な
蓋
然
性
を
検
察
官
が
正
確
に
予
測
す
る
の
は
本
来
的
に
難
し
い（

（（
（

。
思
慮
深
い
検
察
官
な
ら
ば
判
断
に
迷
う
と
き
開
示
方
向
で
処
理

す
る
は
ず
と
先
例
は
い
う
が（

（（
（

、
検
察
官
の
開
示
の
要
否
の
判
断
は
通
常
、
そ
の
証
拠
を
考
慮
し
て
も
有
罪
立
証
が
可
能
と
の
判
断
の
後
に
行
わ
れ
る
為
、

証
拠
を
過
小
評
価
す
る
認
知
バ
イ
ア
ス
は
お
そ
ら
く
思
慮
深
い
検
察
官
も
免
れ
な
い（

（（
（

。
裁
判
結
果
に
影
響
す
る
合
理
的
蓋
然
性
の
あ
る
証
拠
が
存
在
す
る

事
案
自
体
は
多
く
な
い
と
は
い
え
、
存
在
し
た
場
合
に
検
察
官
が
開
示
し
て
い
な
い
虞
は
高
い
。
証
拠
の
不
開
示
は
通
常
被
告
人
側
に
判
明
し
な
い
為
、

事
後
的
救
済
の
不
確
実
さ
は
身
柄
拘
束
下
の
黙
秘
権
侵
害
を
上
回
る
と
さ
え
い
え
る
。
ブ
レ
イ
デ
ィ
法
理
違
反
は
そ
の
定
義
上
信
頼
の
措
け
な
い
科
刑
を

意
味
す
る
こ
と
も
考
慮
す
れ
ば
、
憲
法
は
同
法
理
を
担
保
す
る
効
果
的
保
護
策
ま
で
要
求
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

⑶　

だ
が
②
の
主
張
は
疑
問
が
残
る
。
裁
判
所
が
予
防
法
理
を
定
立
し
う
る
と
し
て
も
伴
う
コ
ス
ト
が
許
容
範
囲
内
に
な
け
れ
ば
合
理
的
と
は
い
い
難
く（

（（
（

、

全
事
案
で
全
面
開
示
を
全
法
域
で
強
い
る
こ
と
が
許
容
範
囲
内
か
尚
検
討
を
要
す
る（

（（
（

。
ま
た
全
面
開
示
が
憲
法
上
原
則
と
な
れ
ば
、
い
か
な
る
弊
害
に
い

か
な
る
対
策
を
い
か
な
る
場
合
に
講
ず
べ
き
か
最
終
的
に
合
衆
国
最
高
裁
に
判
断
が
求
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
全
法
域
に
適
用
可
能
な
一
大
制
度
の
構
築

に
通
じ
、
そ
の
能
力
を
超
え
な
い
か
。
何
よ
り
各
法
域
は
一
九
六
〇
年
代
以
来
、
立
法
や
規
則
、
倫
理
規
定
、
内
規
な
ど
様
々
な
レ
ベ
ル
で
開
示
制
度
の

整
備
を
進
め
て
き
た（

（（
（

。
裁
判
所
の
予
防
法
理
定
立
が
最
終
手
段
と
す
れ
ば
、
未
だ
そ
の
時
期
で
は
な
い
。
ブ
レ
イ
デ
ィ
法
理
を
担
保
す
る
効
果
的
保
護
策

を
実
施
せ
よ
と
の
憲
法
の
要
求
は
、
各
法
域
の
立
法
府
を
始
め
と
す
る
各
統
治
機
関
に
向
け
ら
れ
て
い
て
い
る
段
階
と
い
う
べ
き
と
思
わ
れ
る
。

四　

憲
法
三
一
条
の
下
で
の
検
討

1　

ブ
レ
イ
デ
ィ
法
理
を
巡
る
合
衆
国
の
議
論
を
基
に
行
っ
た
検
討
か
ら
得
ら
れ
た
結
論
は
次
の
通
り
で
あ
る
。



一
七
〇

①　

合
衆
国
憲
法
第
五
・
第
六
修
正
に
基
礎
が
見
出
さ
れ
る
、
被
告
人
の
防
禦
に
規
範
的
意
義
を
認
め
る
刑
事
裁
判
固
有
の
当
事
者
主
義
の
理
解
の

下
で
は
、
検
察
官
が
、
当
該
捜
査
に
関
与
し
た
警
察
等
の
保
管
す
る
被
告
人
に
有
利
な
証
拠
を
自
ら
集
約
し
、
そ
れ
ら
を
慎
重
に
吟
味
し
た
り
、
被

告
人
側
に
広
く
開
示
す
る
こ
と
は
、
当
事
者
主
義
に
と
っ
て
望
ま
し
く
、
そ
こ
で
予
定
さ
れ
て
い
る
訴
追
者
と
し
て
の
役
割
に
照
ら
し
期
待
し
う
る

措
置
と
い
え
る
（
三
2
⑶
ⅱ
参
照
）

②　

検
察
官
は
国
や
公
の
代
理
人
と
し
て
手
続
の
公
正
さ
、
特
に
誤
判
回
避
に
特
別
な
責
務
を
負
う
と
の
確
立
し
た
理
解
を
前
提
と
す
る
と
、
専
ら

検
察
官
が
証
拠
を
開
示
し
な
か
っ
た
為
に
誤
判
の
具
体
的
な
虞
の
残
る
判
決
が
下
さ
れ
る
こ
と
は
、
そ
の
撞
着
性
と
被
告
人
が
被
る
不
利
益
の
重
大

さ
に
照
ら
し
、
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
や
公
正
な
裁
判
の
否
定
と
い
い
う
る
明
白
な
手
続
的
不
合
理
で
あ
る
為
、
検
察
官
は
そ
れ
を
回
避
す
る
限
度
で

の
証
拠
開
示
を
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
に
よ
り
直
接
要
求
さ
れ
る
（
三
2
⑵
参
照
）

③　

合
衆
国
最
高
裁
の
現
在
の
ブ
レ
イ
デ
ィ
法
理
の
解
釈
は
（
二
⑵
参
照
）、
①
の
理
解
を
前
提
に
、
②
の
理
論
構
成
に
基
づ
く
も
の
と
み
れ
ば
、

デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
が
真
に

0

0

要
求
す
る
証
拠
開
示
の
内
容
と
し
て
は
妥
当
と
い
え
る
（
三
2
⑶
ⅱ
参
照
）

④　

尤
も
ブ
レ
イ
デ
ィ
法
理
の
下
で
の
証
拠
開
示
を
検
察
官
に
要
求
す
る
の
み
で
は
、
そ
の
保
障
・
救
済
が
実
現
し
な
い
虞
が
強
い
の
で
、
デ
ュ
ー
・

プ
ロ
セ
ス
条
項
は
開
示
の
実
効
性
を
担
保
す
る
何
ら
か
の
効
果
的
保
護
策
の
実
施
ま
で
要
求
す
る
（
三
3
⑴
⑵
参
照
）

2　

ま
ず
、
わ
が
国
の
憲
法
の
下
で
も
、
現
在
の
ブ
レ
イ
デ
ィ
法
理
の
解
釈
と
同
様
の
証
拠
開
示
が
要
求
さ
れ
る
と
解
し
う
る
だ
ろ
う
か
。

⑴　

わ
が
国
の
憲
法
は
、
三
八
条
一
項
で
合
衆
国
憲
法
第
五
修
正
と
同
様
に
自
己
負
罪
拒
否
特
権
を
、
三
七
条
各
項
で
第
六
修
正
と
ほ
ぼ
同
様
の
権
利
を

保
障
す
る
。
第
六
修
正
の
定
め
る
告
知
を
受
け
る
権
利
に
つ
い
て
は
三
七
条
に
定
め
が
な
い
が
、
判
例
に
従
え
ば
三
一
条
が
保
障
す
る（

（（
（

。
従
っ
て
わ
が
国

の
憲
法
も
、
被
告
人
の
防
禦
に
規
範
的
意
義
を
認
め
る
刑
事
裁
判
固
有
の
当
事
者
主
義
を
採
用
し
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
証
拠
開
示
に
つ
い
て

も
右
1
①
と
同
じ
位
置
づ
け
が
で
き
る
。
わ
が
国
の
学
説
で
は
、
三
七
条
と
の
関
係
は
必
ず
し
も
強
調
さ
れ
な
い
が
、
当
事
者
主
義
が
正
確
な
事
実
解
明

だ
け
で
な
く
被
告
人
の
主
体
性
尊
重
等
の
規
範
的
狙
い
を
持
つ
と
す
る
見
解
は
多
い（

（（
（

。
ま
た
論
者
に
よ
り
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
異
な
る
も
の
の
、
証
拠
開
示
が



一
七
一

被
告
人
に
有
利
な
証
拠
の
開
示
に
関
す
る
憲
法
三
一
条
の
要
求
（
三
明
）

当
事
者
主
義
に
望
ま
し
い
と
み
る
見
解
も
現
在
で
は
多
数
で
あ
る（

（（
（

。

検
察
官
は
国
や
公
の
代
理
人
と
し
て
、
手
続
の
公
正
さ
、
特
に
誤
判
回
避
に
特
別
な
責
務
を
負
う
と
の
理
解
は
、
わ
が
国
で
も
確
立
し
て
い
る
と
み
る

こ
と
が
で
き
る
。
検
察
庁
法
四
条
は
検
察
官
を
「
公
益
の
代
表
者
」
と
し
、
法
四
三
九
条
は
再
審
請
求
権
を
検
察
官
に
与
え
る（

（（
（

。
判
例
も
検
察
官
の
公
益

の
代
表
者
性
を
前
提
と
す
る
判
示
を
し
て
い
る（

（（
（

。
最
高
検
も
検
察
官
を
「
国
民
全
体
の
奉
仕
者
」
と
し
、「
有
罪
そ
の
も
の
を
目
的
と
し
、
よ
り
重
い
処
分

の
実
現
自
体
を
成
果
と
み
な
す
」
の
で
は
な
く
、「
刑
事
手
続
の
適
正
を
確
保
」
し
、「
無
実
の
者
を
罰
し
、
あ
る
い
は
、
真
犯
人
を
逃
し
て
処
罰
を
免
れ

さ
せ
」
な
い
こ
と
を
指
針
に
掲
げ
る（

（（
（

。
学
説
上
、
検
察
官
の
客
観
義
務
や
準
司
法
官
性
を
認
め
る
こ
と
に
は
慎
重
論
が
あ
る
が
、
検
察
権
強
化
を
招
く
懸

念
が
主
な
理
由
で
、
検
察
官
の
特
別
な
責
務
自
体
は
否
定
し
な
い（

（（
（

。
当
事
者
主
義
と
の
関
係
も
、
三
2
⑶
ⅱ
で
検
討
し
た
通
り
、
検
察
官
は
単
に
有
罪
獲

得
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
見
込
み
訴
追
や
無
辜
の
処
罰
の
回
避
、
判
決
と
科
刑
の
正
当
性
の
向
上
の
た
め
能
動
的
に
行
動
す
る
特
別
な
責
務
が
あ
る
と

解
す
る
こ
と
は
何
ら
矛
盾
せ
ず
、
む
し
ろ
当
事
者
主
義
（
と
そ
れ
が
前
提
と
す
る
弾
劾
主
義
）
の
構
想
自
体
か
ら
も
導
か
れ
る
と
考
え
ら
れ
る（

（（
（

。

憲
法
三
一
条
も
現
在
は
、「
憲
法
の
ど
の
条
文
に
反
す
る
と
明
ら
か
に
は
い
え
な
い
が
、
憲
法
の
精
神
に
反
す
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
」
を
救
済

す
る
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
を
保
障
し
て
い
る
と
解
す
る
の
が
通
説
的
で（

（（
（

、
判
例
も
同
条
に
基
づ
き
第
三
者
所
有
物
没
収
規
定
を
違
憲
と
し
た（

（（
（

。
学
説
で
は
、

排
除
法
則
の
文
脈
で
合
衆
国
最
高
裁
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
の
判
例
に
着
想
を
得
、
証
拠
収
集
の
手
続
に
明
白
で
著
し
い
違
法
が
あ
っ
た
場
合
等
は
、

そ
の
結
果
た
る
証
拠
を
利
用
し
て
被
告
人
を
処
罰
す
る
こ
と
は
基
本
的
な
「
正
義
の
観
念
」
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
為
、
憲
法
三
一
条
が
直
接
、
当
該
証

拠
の
排
除
を
要
求
す
る
と
い
う
見
解
も
有
力
で
あ
る（

（（
（

。
合
衆
国
憲
法
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
と
同
様
、
憲
法
三
一
条
も
、
謙
抑
的
解
釈
を
前
提
に
、

裁
判
官
の
恣
意
や
個
人
的
な
政
策
判
断
を
容
れ
な
い
明
白
な
手
続
的
不
合
理
が
生
ず
る
場
合
は
「
憲
法
の
精
神
」
や
「
正
義
の
観
念
」
に
反
す
る
と
し
て
、

そ
の
回
避
を
要
求
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

⑵　

勿
論
、
い
か
な
る
手
続
的
不
合
理
が
あ
っ
た
場
合
に
「
憲
法
の
精
神
」
や
「
正
義
の
観
念
」
に
反
す
る
と
い
え
る
か
は
一
義
的
で
な
く
、
わ
が
国
の

社
会
一
般
の
価
値
基
準
や
法
意
識
に
照
ら
し
た
検
討
を
要
し
、
合
衆
国
の
結
論
が
そ
の
ま
ま
妥
当
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
し
か
し
、
右
で
み
た
法
制
を
背

景
と
し
て
検
察
官
に
期
待
さ
れ
る
高
い
廉
潔
性
や
、
処
分
の
公
平
性
へ
の
国
民
の
強
い
関
心
等
に
照
ら
す
と（

（（
（

、
専
ら
検
察
官
が
証
拠
を
開
示
し
な
か
っ
た



一
七
二

為
に
誤
判
の
具
体
的
な
虞
の
残
る
有
罪
判
決
が
下
さ
れ
る
こ
と
に
対
す
る
不
公
正
感
は
、
わ
が
国
の
価
値
基
準
や
法
意
識
に
照
ら
す
と
き
の
方
が
む
し
ろ

強
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
憲
法
三
一
条
も
、
右
１
①
の
理
解
を
前
提
に
、
右
１
②
の
理
論
構
成
に
基
づ
き
、
現
在
の
ブ
レ
イ
デ
ィ
法

理
の
解
釈
と
同
様
の
証
拠
開
示
を
要
求
す
る
と
十
分
解
し
う
る
と
考
え
る（

（（
（

。

3　

憲
法
三
一
条
も
証
拠
開
示
の
実
効
性
を
担
保
す
る
何
ら
か
の
効
果
的
保
護
策
の
実
施
ま
で
要
求
す
る
と
解
さ
れ
る
か
。
三
3
⑵
で
み
た
ブ
レ
イ
デ
ィ

法
理
の
実
効
性
を
担
保
す
る
保
護
策
が
必
要
と
解
さ
れ
た
事
情
は
わ
が
国
に
も
妥
当
す
る
上
、
わ
が
国
固
有
の
事
情
も
あ
る
。
例
え
ば
、
公
訴
提
起
に
慎

重
で
公
判
の
ほ
ぼ
全
て
が
有
罪
で
終
わ
る
わ
が
国
の
実
務
の
傾
向
か
ら
す
る
と
、
被
告
人
に
有
利
な
証
拠
を
過
小
評
価
す
る
認
知
バ
イ
ア
ス
は
よ
り
強
く

検
察
官
に
働
く
虞
が
あ
る（

（（
（

。
さ
ら
に
憲
法
の
要
求
す
る
証
拠
開
示
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
合
衆
国
で
は
ヘ
イ
ビ
ア
ス
・
コ
ー
パ
ス
手
続
等
で
憲
法
上

の
手
続
的
瑕
疵
を
直
接
の
理
由
に
救
済
を
得
る
途
が
あ
る
の
に
対
し
、
わ
が
国
で
は
法
四
三
五
条
六
号
の
再
審
事
由
に
基
づ
く
救
済
し
か
事
実
上
な
い
。

そ
し
て
同
号
の
証
拠
の
明
白
性
の
要
件
を
満
た
す
に
は
、
不
開
示
証
拠
が
裁
判
結
果
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
に
つ
き
「
合
理
的
蓋
然
性
」

よ
り
も
高
い
蓋
然
性
が
要
求
さ
れ
る（

（（
（

。
わ
が
国
で
は
判
決
確
定
後
の
救
済
が
得
ら
れ
難
い
の
で
あ
れ
ば
、
公
判
段
階
で
憲
法
の
要
求
す
る
開
示
を
担
保
す

る
必
要
は
高
い
。
憲
法
三
一
条
も
同
条
の
要
求
す
る
証
拠
開
示
を
担
保
す
る
何
ら
か
の
効
果
的
保
護
策
の
実
施
ま
で
要
求
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

尚
、
わ
が
国
の
立
法
府
は
平
成
一
六
年
改
正
に
加
え
、
二
八
年
に
も
刑
訴
法
を
改
正
し
（
平
成
二
八
年
法
律
第
五
四
号
）、
証
拠
開
示
制
度
の
拡
充
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
合
衆
国
と
同
様
、
裁
判
所
が
予
防
法
理
を
定
立
す
る
時
期
に
な
い
の
は
も
と
よ
り
、
憲
法
の
保
護
策
実
施

の
要
求
は
当
面
、
訴
訟
関
係
者
に
よ
る
現
行
制
度
の
解
釈
運
用
に
向
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

4　

以
上
の
憲
法
の
要
求
を
前
提
と
す
る
と
、
現
行
の
公
判
前
整
理
手
続
の
証
拠
開
示
の
解
釈
運
用
上
い
か
な
る
指
針
が
得
ら
れ
る
か
。

⑴　

現
行
の
制
度
か
ら
み
て
注
目
す
べ
き
第
一
は
、
検
察
官
に
能
動
的
な
開
示
義
務
が
憲
法
上
生
じ
う
る
こ
と
で
あ
る
（
二
⑵
④
参
照
）。
現
行
法
上
、
裁

判
結
果
に
影
響
す
る
合
理
的
蓋
然
性
が
あ
り
う
る
証
拠
が
存
在
し
た
場
合
、
被
告
人
側
が
そ
の
存
在
と
概
要
を
察
知
し
開
示
を
請
求
す
る
限
り
、
開
示
は



一
七
三

被
告
人
に
有
利
な
証
拠
の
開
示
に
関
す
る
憲
法
三
一
条
の
要
求
（
三
明
）

担
保
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
が
、
検
察
官
の
能
動
的
な
開
示
義
務
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い（

（（
（

。
従
っ
て
公
判
前
整
理
手
続
の
結
果
、
か
か
る
合
理
的

蓋
然
性
の
あ
る
証
拠
が
被
告
人
側
の
開
示
請
求
に
漏
れ
て
残
っ
た
場
合（

（（
（

、
検
察
官
は
憲
法
三
一
条
に
よ
り
直
接
そ
の
開
示
を
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
る（

（（
（

。

同
条
が
開
示
の
実
効
性
を
担
保
す
る
効
果
的
保
護
策
の
実
施
ま
で
要
求
す
る
と
す
れ
ば
、
認
知
バ
イ
ア
ス
の
影
響
を
考
慮
し
、
検
察
官
が
合
理
的
蓋
然
性

の
有
無
の
判
断
を
直
に
行
う
場
面
を
で
き
る
だ
け
避
け
る
解
釈
運
用
が
強
く
求
め
ら
れ
る
。
現
行
法
を
前
提
と
す
る
と
き
、
そ
れ
は
何
よ
り
被
告
人
側
の

開
示
請
求
に
漏
れ
が
生
じ
な
い
解
釈
運
用
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
類
型
証
拠
と
主
張
関
連
証
拠
の
開
示
を
柔
軟
に
行
っ
て
被
告
人
側
の
的
確
な
主
張
形

成
と
開
示
請
求
を
可
能
す
る
こ
と（

（（
（

、
二
八
年
改
正
で
新
設
さ
れ
た
検
察
官
保
管
証
拠
の
一
覧
表
の
交
付
制
度
を
効
果
的
に
運
用
す
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら

れ
よ
う（

（（
（

。
こ
れ
ら
が
十
分
奏
功
す
れ
ば
例
外
的
に
な
ろ
う
が
、
公
判
前
整
理
手
続
の
証
拠
開
示
が
一
通
り
終
わ
っ
た
時
点
で
、
被
告
人
側
が
そ
の
存
在
と

概
要
を
知
れ
ば
明
ら
か
に
開
示
を
請
求
し
た
と
思
わ
れ
る
証
拠
で
あ
っ
て
、
検
察
官
請
求
証
拠
の
証
明
力
を
大
き
く
減
殺
す
る
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の
、

又
は
、
被
告
人
側
の
明
示
し
た
主
張
を
支
え
る
方
向
に
働
く
も
の
が
検
察
官
の
保
管
証
拠
に
残
っ
て
い
た
場
合
は
、
裁
判
結
果
に
影
響
す
る
合
理
的
蓋
然

性
を
問
わ
ず
、
検
察
官
が
被
告
人
側
に
開
示
請
求
を
打
診
す
る
運
用
等
も
検
討
さ
れ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る（

（（
（

。

⑵　

第
二
は
、
検
察
官
の
憲
法
上
の
開
示
義
務
が
、
警
察
を
含
む
当
該
事
件
で
政
府
の
側
に
立
っ
て
行
動
し
た
他
者
に
判
明
し
て
い
る
証
拠
に
も
及
び
う

る
こ
と
で
あ
る
（
二
⑵
③
参
照
）。
現
行
法
上
検
察
官
の
開
示
義
務
が
及
ぶ
範
囲
の
外
延
を
明
文
で
定
め
た
規
定
は
な
い
。
最
高
裁
は
平
成
一
九
年
、「
争

点
整
理
と
証
拠
調
べ
を
有
効
か
つ
効
率
的
に
行
う
」
と
い
う
現
行
法
の
制
度
趣
旨
を
挙
げ
、
当
該
事
件
の
捜
査
過
程
で
警
察
官
が
作
成
し
保
管
す
る
メ
モ

に
も
検
察
官
の
開
示
義
務
が
及
び
う
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
が（

（（
（

、
こ
れ
に
対
し
て
は
開
示
範
囲
を
巡
る
周
辺
的
な
紛
争
を
激
化
さ
せ
現
行
法
の
制
度
趣

旨
に
逆
行
す
る
と
し
て
、
現
行
法
に
基
づ
く
検
察
官
の
開
示
義
務
は
そ
の
保
管
証
拠
に
形
式
的
に
限
定
さ
れ
る
と
解
す
べ
き
だ
と
す
る
批
判
も
有
力
で
あ

る
（
（（
（

。
抽
象
的
な
制
度
趣
旨
の
観
点
か
ら
だ
け
で
は
い
ず
れ
が
説
得
的
か
微
妙
で
あ
る
が
、
憲
法
が
検
察
官
の
開
示
義
務
を
そ
の
保
管
証
拠
に
限
定
せ
ず
、

ま
た
開
示
の
実
効
性
を
担
保
す
る
保
護
策
の
実
施
ま
で
要
求
す
る
と
の
観
点
を
入
れ
れ
ば
、
衡
量
の
天
秤
は
最
高
裁
の
解
釈
の
方
に
傾
く
と
思
わ
れ
る（

（（
（

。

ま
た
警
察
官
保
管
の
捜
査
メ
モ
の
開
示
に
関
し
、
当
事
者
主
義
の
下
で
は
「
検
察
官
の
手
元
に
な
い
証
拠
に
つ
い
て
は
、
本
来
は
、
被
告
人
側
が
自
ら
そ

れ
を
入
手
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
…
…
開
示
の
た
め
に
検
察
官
に
証
拠
を
入
手
す
る
義
務
ま
で
負
わ
せ
る
の
は
、
例
外
的
な
事
態
」（

（（（
（

と
す
る
指
摘
も
あ
る
。
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確
か
に
検
察
官
は
被
告
人
側
の
請
求
に
応
え
新
た
に
私
人
の
保
管
す
る
証
拠
を
収
集
し
て
き
て
開
示
す
べ
き
だ
と
は
い
え
な
い
が
、
三
2
⑶
ⅱ
で
検
討
し

た
通
り
、
少
な
く
と
も
当
該
捜
査
に
関
与
し
た
警
察
等
の
保
管
す
る
被
告
人
に
有
利
な
証
拠
を
集
約
し
、
開
示
す
る
こ
と
は
む
し
ろ
、
当
事
者
主
義
の
下
、

訴
追
者
た
る
検
察
官
に
期
待
す
べ
き
措
置
と
解
す
べ
き
で
あ
る（

（（（
（

。
検
察
官
に
憲
法
上
能
動
的
な
開
示
義
務
が
生
じ
う
る
こ
と
も
考
え
れ
ば
、
捜
査
機
関
の

保
管
す
る
被
告
人
に
有
利
な
証
拠
が
検
察
官
に
漏
れ
な
く
送
致
さ
れ
る
手
続
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
検
証
す
べ
き
で
あ
ろ
う（

（（（
（

。

5　

ブ
レ
イ
デ
ィ
法
理
は
こ
れ
ま
で
必
ず
し
も
十
分
に
参
考
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、
わ
が
国
に
ヘ
イ
ビ
ア
ス
・
コ
ー

パ
ス
手
続
の
よ
う
な
憲
法
上
の
手
続
違
反
を
理
由
と
す
る
非
常
救
済
手
続
が
な
く
、
検
察
官
の
証
拠
開
示
義
務
違
反
が
手
続
上
直
接
の
争
点
と
な
る
手
続

が
乏
し
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
検
察
官
を
公
益
の
代
表
者
と
位
置
づ
け
る
わ
が
国
で
は
、
被
告
人
に
有
利
で
重
要
な
証
拠
を
開
示
な
い
し
法
廷
に
顕
出
す

べ
き
こ
と
は
理
念
的
に
は
い
う
ま
で
も
な
い
と
受
け
取
ら
れ
た
こ
と
に
あ
る
と
思
わ
れ
る（

（（（
（

。
し
か
し
、
単
に
理
念
の
問
題
と
捉
え
る
と
、
そ
れ
を
ど
う
実

現
す
る
か
は
訴
訟
関
係
者
の
裁
量
や
立
法
政
策
の
問
題
と
捉
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
一
定
の
証
拠
開
示
が
憲
法
の
直
接
的
な
要
求
と
な
り

う
る
と
考
え
る
と
、
合
衆
国
の
議
論
に
み
ら
れ
る
通
り
、
そ
れ
は
具
体
的
に
い
か
な
る
論
理
に
基
づ
く
い
か
な
る
内
容
の
も
の
で
、
そ
れ
を
現
実
に
い
か

に
担
保
す
る
か
を
よ
り
真
剣
に
検
討
せ
ざ
る
を
え
ず
、
か
か
る
検
討
は
制
度
の
解
釈
運
用
や
立
法
に
影
響
を
及
ぼ
し
う
る（

（（（
（

。
政
策
的
衡
量
を
多
く
要
す
る

証
拠
開
示
の
問
題
が
こ
れ
で
一
刀
両
断
的
に
解
決
さ
れ
る
こ
と
に
は
決
し
て
な
ら
な
い
が
、
政
策
的
衡
量
を
多
く
要
す
る
か
ら
こ
そ
重
要
な
指
針
は
一
つ

で
も
多
く
持
つ
べ
き
と
考
え
る
。 

（
1
）
現
行
刑
訴
法
の
制
定
過
程
に
お
け
る
証
拠
開
示
規
定
の
変
遷
は
、
斎
藤
司
『
公
正
な
刑
事
手
続
と
証
拠
開
示
請
求
権
』（
法
律
文
化
社
、
二
〇
一
五
年
）
一
六
三
頁
以

下
参
照
。

（
2
）
法
三
一
六
条
の
一
五
（
類
型
証
拠
の
開
示
）、
同
条
の
二
〇
（
主
張
関
連
証
拠
の
開
示
）。

（
3
）
最
決
昭
和
四
四
年
四
月
二
五
日
刑
集
二
三
巻
四
号
二
四
八
頁
等
。
但
し
、
法
三
〇
〇
条
参
照
。

（
4
）
平
成
一
六
年
改
正
以
前
の
わ
が
国
の
証
拠
開
示
を
巡
る
状
況
は
、
酒
巻
匡
『
刑
事
証
拠
開
示
の
研
究
』（
弘
文
堂
、
一
九
八
八
年
）
五
頁
以
下
参
照
。

（
5
）
合
衆
国
の
判
例
法
を
参
考
と
す
る
も
の
に
渥
美
東
洋
『
全
訂
刑
事
訴
訟
法
（
第
二
版
）』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
九
年
）
二
二
〇
頁
以
下
、
全
資
料
開
示
を
導
く
も
の
に
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被
告
人
に
有
利
な
証
拠
の
開
示
に
関
す
る
憲
法
三
一
条
の
要
求
（
三
明
）

渡
辺
修
「
証
拠
開
示
の
問
題
状
況
」
同
編
『
刑
事
手
続
の
最
前
線
』（
三
省
堂
、
一
九
九
六
年
）
二
二
四
頁
以
下
等
参
照
。

（
6
）Brady v. M

aryland, 373 U
.S. 83, 87 （1963

）.
（
7
）
合
衆
国
憲
法
に
は
、
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
が
第
五
と
第
一
四
修
正
に
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
ブ
レ
イ
デ
ィ
法
理
の
適
用
は
同
様
で
あ
る
。

（
8
）
拙
稿
「
憲
法
上
要
求
さ
れ
る
証
拠
開
示
の
限
界
⑴
─
⑸
」
比
較
法
雑
誌
四
四
巻
二
号
（
二
〇
一
〇
年
）
三
〇
一
頁
、
四
五
巻
二
号
（
二
〇
一
一
年
）
一
八
七
頁
、

四
五
巻
四
号
（
二
〇
一
二
年
）
二
三
一
頁
、
四
六
巻
三
号
（
二
〇
一
二
年
）
二
七
九
頁
、
四
六
巻
四
号
（
二
〇
一
三
年
）
一
八
九
頁
参
照
。
本
稿
で
は
そ
こ
で
の
分
析

を
総
括
・
深
化
す
る
と
共
に
、
新
た
に
日
本
法
の
下
で
の
検
討
を
行
う
。

（
9
）
そ
の
構
造
と
機
能
は
、
酒
巻
匡
「
証
拠
開
示
制
度
の
構
造
と
機
能
」
同
編
『
刑
事
証
拠
開
示
の
理
論
と
実
務
』（
判
例
タ
イ
ム
ズ
社
、
二
〇
〇
九
年
）
一
頁
参
照
。

（
10
）
三
2
⑶
で
検
討
す
る
通
り
、
刑
事
裁
判
のadversary system

は
、
被
告
人
と
検
察
官
の
科
刑
の
理
由
を
巡
る
論
争
・
意
思
疎
通
に
そ
の
本
質
を
み
る
べ
き
で
あ
り
、

「
当
事
者
・
論
争
主
義
」
と
訳
す
の
が
最
適
だ
と
思
わ
れ
る
。
渥
美
東
洋
『
罪
と
罰
を
考
え
る
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
三
年
）
三
六
三
頁
以
下
参
照
。
尤
も
か
か
る
検
討

を
行
う
都
合
上
、
本
稿
で
は
一
般
的
な
訳
語
で
あ
る
「
当
事
者
主
義
」
を
用
い
る
。

（
11
）
ブ
レ
イ
デ
ィ
法
理
の
展
開
は
、
渥
美
東
洋
『
捜
査
の
原
理
』（
有
斐
閣
、
一
九
七
九
年
）
二
八
二
頁
以
下
、
酒
巻
・
前
掲
注（
4
）・
一
九
〇
頁
以
下
、
同
「
ア
メ
リ
カ

証
拠
開
示
法
の
新
動
向
」『
鈴
木
義
男
先
生
古
稀
祝
賀
』（
成
文
堂
、
一
九
九
六
年
）
四
一
一
頁
以
下
、
小
早
川
義
則
『
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
と
合
衆
国
最
高
裁
Ⅴ
』（
成

文
堂
、
二
〇
一
五
年
）
一
〇
五
頁
以
下
、
伊
藤
睦
「
証
拠
開
示
の
運
用
と
全
面
開
示
の
展
望
」
法
律
時
報
八
五
巻
七
号
（
二
〇
一
三
年
）
九
七
頁
以
下
、
拙
稿
・
前
掲

注（
8
）四
四
巻
二
号
三
〇
六
頁
以
下
、
拙
稿
「
憲
法
上
要
求
さ
れ
る
証
拠
開
示
」
中
央
大
学
大
学
院
研
究
年
報
三
九
号
（
二
〇
一
〇
年
）
二
二
九
頁
等
参
照
。

（
12
）M

ooney v. H
olohan, 294 U

.S.  103 （1935
）.

（
13
）U

nited States v. A
gurs, 427 U

.S. 97 （1976

）.

（
14
）U

nited States v. Bagley, 473 U
.S. 667 （1985

）.

（
15
）Id., at 682 （opinion of Blackm

un, J.

）; id., at 685 （W
hite, J., concurring in part and concurring in judgm

ent

）. 

（
16
）K

yles v. W
hitley, 514 U

.S. 419 （1995

）.

（
17
）Id., at 434. 

他
方
で
、
裁
判
結
果
に
影
響
を
及
ぼ
す
単
な
る
可
能
性
で
は
足
り
な
い
こ
と
は
も
と
よ
り
、
陪
審
の
評
決
に
「
相
当
か
つ
不
利
益
な
（substantial and 

injurios

）」
影
響
が
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
け
で
も
足
り
な
い
と
す
る
。See, id. at 436.

（
18
）Id., at 437.

（
19
）
そ
の
後
も
ブ
レ
イ
デ
ィ
法
理
を
扱
っ
た
合
衆
国
最
高
裁
判
例
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
法
理
の
内
容
を
変
更
す
る
も
の
で
は
な
い
。

（
20
）
但
し
、
証
拠
が
検
察
官
の
不
正
な
偽
証
利
用
（
検
察
官
が
偽
証
を
知
っ
て
い
た
か
、
知
る
べ
き
で
あ
っ
た
場
合
）
を
示
す
場
合
は
、
エ
イ
ガ
ー
ズ
の
通
り
、
被
告
人

に
寛
大
な
重
要
性
の
認
定
基
準
（reasonable likelihood

基
準
）
が
適
用
さ
れ
る
と
み
ら
れ
る
。See, K

yles, 514 U
.S., at 433; A

gurs, 427 U
.S., at 103

─04.

（
21
）
第
一
の
見
解
の
さ
ら
に
詳
細
な
内
容
と
検
討
は
、
拙
稿
・
前
掲
注（
8
）四
五
巻
二
号
一
八
九
頁
以
下
参
照
。
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（
22
）See e.g., Christopher D

eal, Brady M
ateriality Before T

rial: T
he Scope of the D

uty to D
isclose and the R

ight to a T
rial by Jury, 82 N

.Y
.U

. L. 
R

EV. 1780, 1784 （2007

）. 
（
23
）See e.g., Bagley, 473 U

.S., at 696 （M
arshall J., dissenting

）.
（
24
）See e.g., V

ictor Bass, Com
m

ent, Brady v. M
aryland and the Prosecutor’s D

uty to D
isclose, 40 U

. C
H

I. L. R
EV. 112, 135

─36, 140 （1972

）.

（
25
）See e.g., Bagley, 473 U

.S., at 698

─99 （M
arshall J., dissenting

）; Bass, supra note （24

）, at 136

─40.

（
26
）
指
宿
信
「
モ
ー
ト
ン
事
件
と
テ
キ
サ
ス
州
全
面
証
拠
開
示
法
」
刑
弁
八
〇
号
（
二
〇
一
四
年
）
一
六
五
頁
、
ブ
ル
ー
ス
・
グ
リ
ー
ン
ら
「
講
演
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に

お
け
る
検
察
官
の
証
拠
開
示
義
務
」
一
橋
法
学
一
三
巻
二
号
（
二
〇
一
四
年
）
八
六
六
頁
以
下
参
照
。

（
27
）See, generally, Jerold H

. Israel, Free-standing D
ue Process and Crim

inal Procedure: T
he Suprem

e Court’s Search for Interpretive G
uidelines, 

45 ST
. L

O
U

IS U
. L.J. 303 （2001

）.

（
28
）See, U

nited States v. Lovasco, 431 U
.S. 783, 790 （1977

）; M
edina v. California, 505 U

.S. 437, 451 （1992

）.

（
29
）See, M

edina, 505 U
.S., at 443

─44; D
ow

ling v. U
nited States, 493 U

.S. 342, 352 （1990

）.

（
30
）See, Craw

ford v. W
ashington 541 U

.S. 36, 61 （2004

）; D
avis v. A

laska, 415 U
.S. 308, 318 （1974

）.

（
31
）
他
に
も
防
禦
準
備
目
的
の
証
言
録
取
や
文
書
提
出
命
令
の
制
度
、
公
設
弁
護
人
事
務
所
を
設
け
る
な
ど
の
方
法
が
考
え
ら
れ
な
い
で
は
な
い
。

（
32
）See e.g., U

nited States v. Cronic, 466 U
.S. 648, 653

─54 （1984

）.  

椎
橋
隆
幸
『
刑
事
弁
護
・
捜
査
の
理
論
』（
信
山
社
、
一
九
九
三
年
）
一
八
九
頁
は
、「
当

事
者
論
争
主
義
の
刑
事
裁
判
に
お
い
て
は
…
…
弁
護
は
必
須
不
可
欠
」
と
す
る
。

（
33
）See, M

ooney, 294 U
.S., at 112. See, Bass, supra note （24

）, at 133.

（
34
）See, Brady, 373 U

.S., at 87; A
gurs, 427 U

.S., at 110.

（
35
）See, A

gurs, 427 U
.S., at 110

─11; Bagley, 473 U
.S., at 675 n.6; K

yles, 514 U
.S., at 439; Strickler v. Greene, 527 U

.S. 263, 281 （1999

）; Banks v. 
D

retke, 540 U
.S. 668, 694, 696 （2004

）; Cone v. Bell, 129 S.Ct. 1769, 1772, 1782 （2009

）.

（
36
）See, A

gurs, 427 U
.S., at 103, 111.

（
37
）See, A

gurs, 427 U
.S., at 112

─13; Bagley, 473 U
.S., at 678; K

yles, 514 U
.S., at 434

─35. 

（
38
）Cf. Stephanos Bibas, Brady v. M

aryland: From
 A

dversarial G
am

esm
anship T

ow
ard the Search for Innocence?, in C

RIM
IN

A
L P

RO
CED

U
RE 

S
T

O
RIES 129, 151

─55 （Carol S. Steiker ed., 2006

）.

（
39
）See, e.g., M

ooney, 294 U
.S., at 112; Rochin v. California, 342 U

.S. 165, 172 （1952
）; N

orth Carolina v. Pearce, 395 U
.S. 711, 723

─25 （1969

）; U
nited  

States v. Russell, 411 U
.S. 423, 431

─32 （1973

）; A
rizona v. Y

oungblood, 488 U
.S. 51, 57

─8 （1988

）. 

（
40
）
古
来
よ
り
正
義
や
公
正
さ
は
、
不0

正
義
や
不0

公
正
を
通
じ
て
認
識
さ
れ
る
と
い
わ
れ
る
。See, John R. Lucas, O

N JU
ST

ICE （O
xford, 1980

）4

─5.



一
七
七

被
告
人
に
有
利
な
証
拠
の
開
示
に
関
す
る
憲
法
三
一
条
の
要
求
（
三
明
）

（
41
）See, Bruce A

. Green, W
hy Should Prosecutors “Seek Justice”?, 26 F

O
RD

H
A

M
 U

RB. L.J. 607, 612

─14 （1999

）.
（
42
）
「
検
察
官
は
、
通
常
の
訴
訟
当
事
者
の
代
理
人
で
は
な
く
、
国
（sovereignty

）
の
代
理
人
で
あ
る
。
…
…
刑
事
訴
追
で
の
国
の
利
益
は
、
有
罪
を
勝
ち
取
る
こ
と

で
は
な
く
、
正
義
に
従
っ
た
処
遇
が
な
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
…
…
検
察
官
は
、
…
…
犯
人
が
罪
を
免
れ
ず
、
無
辜
が
処
罰
さ
れ
な
い
こ
と
を
目
指
す
法
へ
の
奉
仕
者

で
あ
る
。
…
…
誤
っ
た
有
罪
判
決
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
を
企
図
し
た
不
正
な
手
段
を
差
し
控
え
る
こ
と
は
、
正
当
な
有
罪
判
決
を
も
た
ら
す
為
の
あ
ら
ゆ
る
適
法
な
手

段
を
用
い
る
こ
と
に
劣
ら
ず
、
検
察
官
の
義
務
で
あ
る
。」Berger v. U

nited States, 295 U
.S. 78. 88 （1935

）.  

ブ
レ
イ
デ
ィ
法
理
を
扱
っ
た
主
要
な
合
衆
国
最
高

裁
の
判
断
は
、
バ
ー
ガ
ー
を
直
接
又
は
間
接
的
に
使
用
し
て
い
る
。
前
掲
注（
35
）参
照
。

（
43
）See, e.g., A

.B.A
., M

O
D

EL R
U

LES O
F P

RO
FESSIO

N
A

L C
O

N
D

U
CT R

U
LE 3.8 cm

t. ［hereinafter M
O

D
EL R

U
LES

］; A
.B.A

., C
RIM

IN
A

L JU
ST

ICE ST
A

N
D

A
RD

S, 
P

RO
SECU

T
IO

N F
U

N
CT

IO
N, Std. 3

─1.2; 3

─1.3 （4th ed.

） ［hereinafter S
T

A
N

D
A

RD
S

］.

（
44
）
尚
、
誤
判
と
い
う
結
論
の
み
を
も
っ
て
手
続
が
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
に
反
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。See, Bibas, supra note （38

）, at 153.

（
45
）
例
え
ば
、
証
拠
を
基
に
主
張
・
立
証
を
組
立
て
る
責
任
を
当
事
者
が
負
う
こ
と
は
当
事
者
主
義
の
本
質
的
要
請
と
考
え
ら
れ
る
。
検
察
官
は
信
用
性
を
欠
く
と
の
真

摯
な
心
証
を
抱
く
も
の
の
、
被
告
人
に
有
利
な
供
述
を
し
た
者
が
い
た
の
で
、
そ
の
調
書
を
開
示
し
た
が
、
被
告
人
側
が
同
人
を
証
人
請
求
し
な
か
っ
た
と
い
う
場
合

に
、
検
察
官
の
側
で
証
人
請
求
を
し
な
か
っ
た
こ
と
が
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
違
反
に
至
る
と
は
通
常
考
え
ら
れ
な
い
。See also, Bruce A

. Green, T
he E

thical 
Prosecutor and the A

dversary System
, 24 C

RIM
. L. B

U
LL. 126, 129

─30 （1988

）. 

（
46
）See, K

yles, 514 U
.S., 436

─440.

（
47
）
合
衆
国
最
高
裁
は
当
初
か
ら
か
か
る
理
解
を
し
て
い
た
訳
で
は
な
い
。
エ
イ
ガ
ー
ズ
は
本
文
で
述
べ
た
限
定
を
示
唆
し
、
ま
た
バ
グ
リ
ー
は
ブ
レ
イ
デ
ィ
と
当
事
者

主
義
を
対
置
す
る
判
示
を
し
て
い
る
。See, A

gurs, 427 U
.S., at 106

─107; Bagley, 473 U
.S., at 675.

（
48
）See, K

yles, 514 U
.S., at 440.  

他
に
も
、「
刑
事
訴
追
に
お
け
る
当
事
者
主
義
が
…
…
単
な
る
闘
争
の
次
元
（gladiatorial level

）
に
堕
す
る
べ
き
で
な
い
な
ら
ば
」

と
い
う
判
示
が
み
ら
れ
る
。Id, at 439. See also, Strickler, 527 U

.S. at 281.

（
49
）
合
衆
国
最
高
裁
も
当
事
者
主
義
を
か
か
る
効
用
か
ら
説
明
す
る
こ
と
が
多
い
。See, e.g., H

erring v. N
ew

 Y
ork, 422 U

.S. 853, 862 （1975

）.

（
50
）See, e.g., Roger J. T

raynor, G
round Lost and Found in Crim

inal D
iscovery, 39 N

.Y
.U

. L. R
EV. 228, 228 （1964

）. 

（
51
）
被
告
人
側
へ
の
証
拠
開
示
は
、
抗
弁
の
捏
造
や
独
自
の
証
拠
収
集
の
懈
怠
を
招
き
当
事
者
主
義
に
よ
る
事
実
解
明
を
妨
げ
る
慮
も
あ
る
。

（
52
）
勿
論
、
現
代
の
訴
追
側
の
圧
倒
的
優
位
さ
や
開
示
の
弊
害
へ
の
対
処
可
能
性
等
を
挙
げ
、
当
事
者
主
義
に
よ
る
事
実
解
明
に
は
検
察
官
の
能
動
的
証
拠
開
示
を
期
待

す
べ
き
だ
と
論
ず
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
刑
事
手
続
の
現
状
の
幅
広
い
実
証
的
分
析
と
政
策
的
衡
量
を
要
し
、
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
の
解
釈
に
お

い
て
か
か
る
検
討
に
依
拠
し
う
る
か
疑
問
が
残
る
。
前
掲
注（
28
）を
参
照
。

（
53
）See, A

braham
 S. Goldstein, R

eflections on T
w

o M
odels: Inquisitorial T

hem
es in A

m
erican Crim

inal Procedure, 26 S
T

A
N. L. R

EV. 1009, 1017 

（1974

）; 1 W
ayne R. LaFave, et al, C

RIM
IN

A
L P

RO
CED

U
RE §

1.5 （d

） （4th ed. 2015

）. See, W
atts v. Indiana, 338 U

.S. 49, 54

─55 （1949

）.  

渥
美
東
洋
「
刑



一
七
八

事
手
続
の
全
体
像
」
同
編
『
刑
事
訴
訟
法
』（
青
林
書
院
、
一
九
九
六
年
）
三
頁
以
下
参
照
。

（
54
）
合
衆
国
最
高
裁
は
当
事
者
主
義
の
刑
事
裁
判
が
第
六
修
正
に
よ
っ
て
憲
法
上
基
礎
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
憲
法
の
保
障
す
る
公
正
な
裁
判
の
基
本
的
内
容
を
な
す
と
解

し
て
い
る
。See e.g., Faretta v. California, 422 U

.S. 806, 818 （1975

）: Strickland, v. W
ashington, 466 U

.S. 668, 684

─85 （1984

）. 
（
55
）
当
事
者
主
義
の
本
質
を
被
告
人
の
尊
厳
や
自
律
の
尊
重
、
被
告
人
に
よ
る
手
続
の
信
頼
と
結
論
の
受
容
、
被
告
人
へ
の
公
正
さ
等
に
見
出
す
見
解
は
少
な
く
な
い
。

See, 1 LaFave, et al., supra note （53

）,§
1.5 （c

） n.152

─64.　

合
衆
国
最
高
裁
も
こ
う
判
示
し
て
い
る
。「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
人
の
初
歩
的
な
権
利
の
尊
重
を
含
意

す
る
。
従
っ
て
…
…
政
府
は
公
正
さ
を
実
践
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…
あ
る
結
論
が
あ
る
者
の
良
心
に
照
ら
し
満
足
が
得
ら
れ
る
も
の
だ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ

は
結
論
の
信
頼
性
を
証
し
な
い
。
…
…
結
論
の
妥
当
性
と
道
徳
的
権
威
性
は
、
結
論
に
到
達
し
た
方
式
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。
…
…
重
大
な
不
利
益
を
被
る
危
険
に

晒
さ
れ
た
者
に
対
し
、
自
己
に
不
利
な
主
張
・
立
証
に
つ
い
て
告
知
と
反
論
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
ほ
ど
真
実
に
到
達
す
る
上
で
優
れ
た
手
段
は
未
だ
考
案
さ
れ
て
い

な
い
。
ま
た
…
…
正
義
に
従
っ
た
処
遇
が
な
さ
れ
て
い
る
と
の
実
感
を
生
じ
さ
せ
る
上
で
こ
れ
ほ
ど
優
れ
た
方
法
も
未
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。」See, Lankford v. 

Idaho, 500 U
.S. 110, 121

─22 （1991

）.  

こ
の
判
示
は
、adversary system

の
語
は
用
い
な
い
が
、
第
六
修
正
が
「
告
知
と
反
論
の
機
会
」
を
被
告
人
に
保
障
す
る

刑
事
裁
判
の
当
事
者
主
義
に
最
も
強
く
妥
当
す
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
同
判
示
は
前
述
の
カ
イ
ル
ズ
の
判
示
と
も
近
似
す
る
。
前
掲
注（
48
）の
本
文
参
照
。

（
56
）
以
上
に
つ
い
て
は
、
渥
美
・
前
掲
注（
10
）
六
─
一
三
章
、
髙
橋
直
哉
「
刑
罰
論
と
公
判
の
構
造
」
駿
河
台
法
学
二
二
巻
一
号
（
二
〇
〇
八
年
）
七
頁
以
下
参

照
。See, Lucas, supra note （40

） ch 1
─2, 4, 6; A

ntony D
uff, et al, T

H
E T

RIA
L O

N T
RIA

L: V
O

LU
M

E 3: T
O

W
A

RD
S A

 N
O

RM
A

T
IV

E T
H

EO
RY O

F T
H

E 
C

RIM
IN

A
L T

RIA
L （H

art Publishing, 2007
） 130
─42.

（
57
）
渥
美
・
前
掲
注（
10
）一
三
章
、
堤
和
通
「
公
判
」
渥
美
編
・
前
掲
注（
53
）一
九
五
頁
以
下
参
照
。

（
58
）
当
事
者
主
義
の
本
質
は
政
府
の
主
張
へ
の
被
告
人
の
「
挑
戦
」
に
あ
り
、
そ
の
手
段
を
提
供
す
べ
き
こ
と
を
強
調
し
た
も
の
と
し
て
、Francis A

llen, et. al, 
R

EPO
RT O

F T
H

E A
T

T
O

RN
EY G

EN
ERA

L’S C
O

M
M

IT
T

EE O
N P

O
V

ERT
Y A

N
D T

H
E A

D
M

IN
IST

RA
T

IO
N O

F F
ED

ERA
L C

RIM
IN

A
L JU

ST
ICE 10

─11, 12, 26

─ 
29 （1963

）.  

尚
、
抗
弁
の
捏
造
を
含
め
開
示
の
弊
害
へ
の
対
処
が
必
要
な
こ
と
は
別
論
と
し
て
当
然
で
あ
る
。

（
59
）See e.g., M

O
D

EL R
U

LES, Rule 3.8 （a

）; S
T

A
N

D
A

RD
S, Prosecution Function, Std. 3

─4.2, 3

─4.3, 3

─4.4, 3

─5.3.

（
60
）See, Berger, 295 U

.S., at 88.  

裁
判
所
に
よ
る
真
相
解
明
を
補
助
す
る
に
と
ど
ま
る
職
権
主
義
の
下
で
の
検
察
官
と
は
こ
の
点
で
対
照
的
で
あ
る
。

（
61
）See e.g., S

T
A

N
D

A
RD

S, Prosecution Function, Std. 3

─5.4, 3

─5.5. See also, LaFave, et al., supra note （53

）,§
20.3 （a

）.

（
62
）See, M

O
D

EL R
U

LES, Rule 3.8 （d

）; S
T

A
N

D
A

RD
S, Prosecution Function, Std. 3

─5.4 （a

） （c

）.

（
63
）
横
井
大
三
他
「
特
別
座
談
会 

刑
事
訴
訟
法
五
〇
年
の
歩
み
と
今
後
の
課
題
」
現
代
刑
事
法
一
号
（
一
九
九
九
年
）
二
〇
頁
（
渥
美
東
洋
教
授
の
発
言
）、
堤
・
前
掲

注（
57
）二
〇
三
頁
以
下
参
照
。
尚
、
本
文
の
当
事
者
主
義
の
理
解
の
下
で
も
、
職
権
主
義
に
お
け
る
客
観
義
務
の
如
く
、
検
察
官
は
被
告
人
に
有
利
・
不
利
を
問
わ
ず

客
観
的
に
事
件
に
関
連
す
る
全
て
証
拠
の
収
集
し
て
お
く
べ
き
だ
と
ま
で
は
当
然
に
は
い
え
な
い
。
理
想
的
な
検
察
実
務
を
示
し
た
と
す
るA

BA

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
も
、

検
察
官
の
証
拠
収
集
に
関
し
て
は
、
被
告
人
を
利
す
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
理
由
に
証
拠
の
収
集
を
避
け
る
べ
き
で
な
い
と
定
め
る
に
と
ど
ま
る
。See, S

T
A

N
D

A
RD

S, 



一
七
九

被
告
人
に
有
利
な
証
拠
の
開
示
に
関
す
る
憲
法
三
一
条
の
要
求
（
三
明
）

Prosecution Function, Std. 3

─5.4 （g

）. See also, Green, supra note （45

）, at 129. 
（
64
）
第
二
の
見
解
の
さ
ら
に
詳
細
な
内
容
と
検
討
は
拙
稿
・
前
掲
注（
8
）四
五
巻
四
号
二
四
〇
頁
以
下
参
照
。

（
65
）See, Susan R. K

lein, M
iranda D

econstitutionalized: W
hen the Self-Incrim

ination Clause and the Civil R
ights A

ct Collide, 143 U
. P

A. L. R
EV. 

417, 481

─83 （1994

）; K
lein, Identifying and （R

e

）Form
ulating Prophylactic R

ules, Safe H
arbors, and Incidental R

ights in Constitutional 
Crim

inal Procedure, 99 M
ICH L. R

EV. 1030, 1032 （2001

） ［hereinafter Identifying

］.

（
66
）
ミ
ラ
ン
ダ
法
理
は
第
五
修
正
の
自
己
負
罪
拒
否
特
権
条
項
に
基
づ
き
、
身
柄
拘
束
下
の
取
調
べ
に
黙
秘
権
等
の
事
前
告
知
等
を
要
求
し
、
そ
れ
ら
を
欠
い
た
場
合
に

は
得
ら
れ
た
供
述
を
排
除
す
る
原
則
で
あ
る
。See, M

iranda v. A
rizona, 384 U

.S. 436 （1966

）.  

そ
の
特
殊
性
は
、
合
衆
国
最
高
裁
が
黙
秘
権
の
保
護
に
十
分
効
果

的
な
ら
ば
州
や
連
邦
議
会
が
代
替
策
を
採
用
し
て
よ
い
と
明
言
し
、
ま
た
同
法
理
が
黙
秘
権
侵
害
の
予
防
策
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
細
か
な
政
策
的
衡
量
に
基
づ
き
例
外

法
理
を
柔
軟
に
創
出
し
た
点
に
あ
る
。See, id., at 467; M

ichigan v. T
ucker, 417 U

.S. 433, 444 （1974

）.  

法
原
理
的
と
い
う
よ
り
法
政
策
的
観
点
か
ら
そ
の
内

容
が
決
ま
る
憲
法
原
則
を
説
明
す
る
理
論
と
し
て
登
場
し
た
の
が
憲
法
上
の
予
防
法
理
で
あ
る
。
ミ
ラ
ン
ダ
法
理
と
予
防
法
理
の
様
々
な
理
解
に
つ
い
て
は
、
柳
川
重

規
「
ミ
ラ
ン
ダ
法
理
の
憲
法
上
の
意
義
に
つ
い
て
」
法
學
新
報
一
一
〇
巻
七
・
八
号
（
二
〇
〇
三
年
）
二
七
一
頁
参
照
。

（
67
）See, D

avid A
. Strauss, M

iranda, the Constitution, and Congress, 99 M
ICH. L. R

EV. 958, 972

─74 （2001

）.

（
68
）See, K

lein, Identifying, supra note （65
）, at 1068.

（
69
）See, A

lafair S. Burke, R
evisiting Prosecutorial D

isclosure, 84 IN
D

. L.J. 481, 509

─19 （2009

）.

（
70
）
合
理
的
蓋
然
性
の
可
能
性
の
程
度
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注（
17
）と
本
文
を
参
照
。

（
71
）See, A

gurs, 427 U
.S., at 108; K

yles, 514 U
.S., at 439.

（
72
）See, Burke, supra note （69

）, at 494

─96.

（
73
）See, K

lein, Identifying, supra note （65

）, at 1061.  
例
え
ば
、
黙
秘
権
の
保
護
策
と
し
て
身
柄
拘
束
下
の
取
調
べ
を
全
面
禁
止
す
る
こ
と
は
明
ら
か
に
不
合
理

だ
ろ
う
。

（
74
）
黙
秘
権
侵
害
の
虞
は
身
柄
拘
束
下
の
取
調
べ
で
は
一
般
的
に
高
い
と
い
え
る
の
に
対
し
、
ブ
レ
イ
デ
ィ
法
理
違
反
の
虞
は
開
示
の
要
求
さ
れ
る
証
拠
が
存
在
す
る
事

案
で
は
高
い
も
の
の
、
全
事
案
で
一
般
的
に
高
い
と
は
い
え
な
い
。

（
75
）
渥
美
・
前
掲
注（
11
）・
二
六
九
頁
以
下
、
酒
巻
・
前
掲
注（
4
）一
〇
七
頁
以
下
、
同
・
前
掲
注（
11
）三
九
九
頁
以
下
、
鈴
木
茂
嗣
『
続
・
刑
事
訴
訟
の
基
本
構
造
（
下
）』

（
成
文
堂
、
一
九
九
七
年
）
四
〇
六
頁
以
下
参
照
。
近
年
の
動
向
は
前
掲
注（
26
）と
後
掲
注（
104
）参
照
。

（
76
）
最
判
昭
和
三
七
年
一
一
月
二
八
日
刑
集
一
六
巻
一
一
号
一
五
九
三
頁
。
尚
、憲
法
三
七
条
一
項
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
第
一
試
案
は
、「
逮
捕
の
直
後
又
は
逮
捕
の
後
二
四
時
間
以
内
」

に
告
知
を
受
け
る
権
利
を
定
め
て
い
た
。
憲
法
的
刑
事
手
続
研
究
会
『
憲
法
的
刑
事
手
続
』（
日
本
評
論
社
、一
九
九
七
年
）
三
五
八
頁
。
当
局
者
が
三
七
条
全
体
を
も
っ

て
第
六
修
正
の
予
定
す
る
刑
事
裁
判
の
構
造
を
取
り
込
も
う
と
し
て
い
た
の
は
明
白
で
あ
り
、
同
規
定
の
削
除
も
告
知
自
体
を
不
要
と
し
た
為
と
は
考
え
難
い
こ
と
か



一
八
〇

ら
す
る
と
、
告
知
の
権
利
は
三
七
条
全
体
の
目
的
に
照
ら
し
保
障
さ
れ
る
と
解
す
る
ほ
う
が
妥
当
だ
と
思
わ
れ
る
。
渥
美
・
前
掲
注（
5
）一
〇
頁
参
照
。

（
77
）
例
え
ば
、
平
野
龍
一
『
刑
事
訴
訟
法
概
説
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
八
年
）
一
一
頁
参
照
。
尤
も
わ
が
国
で
は
、
憲
法
三
七
条
と
の
関
係
が
あ
ま
り
意
識
さ

れ
な
い
為
か
、
当
事
者
主
義
が
捜
査
段
階
の
被
疑
者
の
権
利
保
障
に
も
及
び
、
適
正
手
続
と
同
義
だ
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
松
尾
造
也
『
刑
事
訴
訟
の
原
理
』

（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
四
年
）
三
三
七
頁
等
参
照
。
こ
れ
を
批
判
し
、
適
正
手
続
と
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
だ
と
し
て
、
当
事
者
主
義
を
専
ら
当
事
者
追
行
の
訴

訟
形
式
を
指
す
モ
デ
ル
論
と
位
置
づ
け
る
見
解
も
あ
る
が
（
鈴
木
茂
嗣
「『
適
正
手
続
』
お
よ
び
『
当
事
者
主
義
』
の
観
念
に
つ
い
て
」
法
学
論
叢
一
〇
二
巻
五
・
六
号

（
一
九
七
八
年
）
六
八
頁
）、
当
事
者
主
義
を
被
告
人
が
社
会
と
科
刑
の
理
由
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
す
る
手
続
と
し
て
憲
法
が
刑
事
裁
判
に
採
用
し
た
も
の
と
み
る
本

稿
の
立
場
か
ら
は
、
当
事
者
主
義
は
単
な
る
訴
訟
形
式
や
モ
デ
ル
論
に
と
ど
ま
ら
ず
、
他
方
で
捜
査
段
階
に
直
接
及
ば
な
い
点
で
適
正
手
続
と
も
区
別
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
渥
美
・
前
掲
注（
5
）一
〇
頁
以
下
参
照
。

（
78
）
例
え
ば
、
酒
巻
・
前
掲
注（
4
）二
九
〇
頁
、
田
宮
裕
『
刑
事
訴
訟
と
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
』（
有
斐
閣
、
一
九
七
二
年
）
二
四
八
頁
以
下
、
井
戸
田
侃
『
刑
事
訴
訟
理

論
と
実
務
の
交
錯
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
四
年
）
二
三
九
頁
以
下
等
参
照
。

（
79
）
法
三
〇
〇
条
も
参
照
。
現
行
法
の
国
会
審
議
の
政
府
委
員
答
弁
で
も
、
検
察
官
が
「
純
然
た
る
攻
撃
機
関
」
で
は
な
く
「
多
分
に
公
益
の
代
表
者
」
の
性
格
を
有
す

る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
昭
和
二
三
年
六
月
四
日
第
二
回
国
会
衆
議
院
司
法
委
員
会
第
二
四
号
参
照
。

（
80
）
最
決
昭
和
三
四
年
一
二
月
二
六
日
刑
集
一
三
巻
一
三
号
三
三
七
二
頁
、
最
決
昭
和
五
五
年
一
二
月
一
七
日
刑
集
三
四
巻
七
号
六
七
二
頁
。

（
81
）
「
基
本
規
程
（
検
察
の
理
念
）」
最
高
検
察
庁
平
成
二
三
年
九
月
制
定
。
検
察
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
参
照
。

（
82
）
小
田
中
聰
樹
『
現
代
刑
事
訴
訟
法
論
』（
勁
草
書
房
、
一
九
七
七
年
）
三
二
四
頁
、
田
宮
・
前
掲
注（
78
）二
四
五
頁
参
照
。

（
83
）
勿
論
そ
れ
は
、
職
権
主
義
の
下
で
検
察
官
が
負
う
客
観
義
務
と
は
理
論
的
根
拠
も
内
容
も
異
な
る
。
前
掲
注（
45
）、（
60
）、（
63
）を
参
照
。

（
84
）
法
学
協
会
編
『
註
解
日
本
国
憲
法
（
上
巻
）（
改
訂
版
）』（
有
斐
閣
、
一
九
五
三
年
）
五
八
八
頁
。
学
説
の
状
況
に
関
し
て
は
、
杉
原
泰
雄
「
適
法
手
続
」
芦
部
信
喜

編
『
憲
法
Ⅲ
人
権
（
二
）』（
有
斐
閣
、
一
九
八
一
年
）
九
一
頁
以
下
参
照
。

（
85
）
最
判
昭
和
三
七
年
一
一
月
二
八
日
刑
集
一
六
巻
一
一
号
一
五
九
三
頁
。
但
し
、
前
掲
注（
76
）参
照
。

（
86
）
井
上
正
仁
『
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
証
拠
排
除
』（
弘
文
堂
、
一
九
八
五
年
）
三
七
二
頁
以
下
、
四
〇
三
頁
、
五
四
六
頁
以
下
参
照
。
同
見
解
は
一
九
五
二
年
の
ロ
ー
チ

ン
の
論
理
を
基
に
し
て
い
る
。
前
掲
注（
39
）参
照
。

（
87
）
鈴
木
義
男
「
刑
事
手
続
に
お
け
る
平
等
志
向
」
判
タ
四
四
四
号
（
一
九
八
一
年
）
三
八
頁
以
下
参
照
。
佐
藤
欣
子
『
取
引
の
社
会
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
四
年
）

六
五
頁
以
下
も
参
照
。

（
88
）
渥
美
・
前
掲
注（
5
）二
二
〇
頁
以
下
、
酒
巻
・
前
掲
注（
4
）三
一
三
─
三
一
四
頁
も
参
照
。

（
89
）
布
川
事
件
や
東
電
Ｏ
Ｌ
事
件
等
の
再
審
事
案
は
、
公
訴
提
起
に
慎
重
で
検
察
官
の
公
益
の
代
表
者
性
が
強
調
さ
れ
る
わ
が
国
に
も
、
裁
判
結
果
に
影
響
す
る
合
理
的

蓋
然
性
の
あ
る
証
拠
が
存
在
す
る
事
案
が
あ
り
、
ま
た
そ
れ
ら
が
必
ず
し
も
常
に
開
示
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
こ
と
を
疑
わ
せ
る
一
資
料
で
あ
ろ
う
。



一
八
一

被
告
人
に
有
利
な
証
拠
の
開
示
に
関
す
る
憲
法
三
一
条
の
要
求
（
三
明
）

（
90
）
最
決
昭
和
五
〇
年
五
月
二
〇
日
刑
集
二
九
巻
五
号
一
七
七
頁
は
「
確
定
判
決
に
お
け
る
事
実
認
定
に
つ
き
合
理
的
な
疑
い
を
い
だ
か
せ
、
そ
の
認
定
を
覆
す
に
足
り

る
蓋
然
性
」
と
し
た
が
、
こ
れ
は
「
少
な
く
と
も
五
〇
％
以
上
の
確
度
で
誤
判
の
疑
い
が
生
ず
る
」
場
合
と
解
さ
れ
て
い
る
。
田
崎
文
夫
「
判
解
」『
最
高
裁
判
所
判
例

解
説
（
刑
事
編
・
昭
和
五
〇
年
度
）』（
法
曹
会
、
一
九
七
九
年
）
九
〇
頁
等
参
照
。
前
述
の
通
り
カ
イ
ル
ズ
は
、
合
理
的
蓋
然
性
は
そ
こ
ま
で
高
い
蓋
然
性
で
な
い
と

明
言
し
て
い
る
。
前
掲
注（
17
）と
本
文
を
参
照
。

（
91
）
類
型
証
拠
・
主
張
関
連
証
拠
の
開
示
に
お
い
て
は
、
証
拠
自
体
の
証
拠
能
力
や
信
用
性
・
証
明
力
は
基
本
的
に
考
慮
さ
れ
ず
（
酒
巻
・
前
掲
注（
9
）一
九
頁
以
下
参

照
）、
被
告
人
側
へ
の
有
利
・
不
利
も
問
わ
れ
な
い
。
主
張
関
連
証
拠
の
開
示
に
は
証
拠
類
型
の
限
定
も
な
い
。
要
件
を
満
た
す
証
拠
の
開
示
を
担
保
す
る
開
示
命
令
制

度
も
整
備
さ
れ
て
い
る
（
法
三
一
六
条
の
二
六
）。
他
方
で
検
察
官
請
求
証
拠
以
外
の
開
示
に
つ
い
て
は
常
に
、
証
拠
を
識
別
す
る
に
足
り
る
事
項
と
開
示
が
必
要
な
理

由
等
を
明
示
し
た
開
示
請
求
が
要
件
と
さ
れ
て
い
る
（
同
条
の
一
五
第
三
項
、
同
条
の
二
〇
第
二
項
）。

（
92
）
岡
慎
一
「
段
階
的
証
拠
開
示
制
度
の
意
義
と
課
題
」
刑
法
雑
誌
五
三
巻
三
号
（
二
〇
一
四
年
）
三
五
二
頁
等
参
照
。

（
93
）
尚
、
四
1
②
で
み
た
論
理
に
照
ら
せ
ば
、
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
の
要
求
す
る
証
拠
開
示
は
、
公
判
で
の
効
果
的
利
用
が
可
能
な
時
期
ま
で
に
行
な
わ
れ
れ
ば
足

り
る
と
解
さ
れ
る
の
で
、
憲
法
上
の
開
示
を
公
判
前
整
理
手
続
の
開
示
に
先
行
し
て
行
う
必
要
は
な
い
と
解
さ
れ
る
。

（
94
）
尚
、
裁
判
所
が
起
訴
後
早
期
に
当
事
者
と
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
そ
の
際
、
検
察
官
に
対
し
、
典
型
的
な
類
型
証
拠
に
当
た
る
証
拠
を
任
意
に
開
示
す
る
よ
う
依
頼

す
る
公
判
前
整
理
手
続
の
運
用
に
つ
い
て
、
吉
村
典
晃
「
証
拠
開
示
に
関
す
る
実
務
上
の
運
用
と
課
題
」
刑
法
雑
誌
五
三
巻
三
号
（
二
〇
一
四
年
）
三
七
六
頁
参
照
。

（
95
）
尤
も
一
覧
表
の
記
載
は
簡
略
で
一
義
的
な
事
項
に
限
ら
れ
て
い
る
（
法
三
一
六
条
の
一
四
第
二
項
─
五
項
）。
こ
れ
は
記
載
の
正
確
性
を
巡
る
紛
争
や
検
察
官
の
過
度

な
作
業
負
担
の
回
避
の
た
め
と
さ
れ
る
が
、
開
示
請
求
漏
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
現
行
法
を
前
提
と
し
た
と
き
に
憲
法
の
要
求
す
る
証
拠
開
示
の
効
果
的
保
護
策
を
実
施
す

る
要
だ
と
す
れ
ば
、
一
覧
表
の
内
容
に
関
す
る
求
釈
明
や
照
会
を
許
す
な
ど
の
弾
力
的
な
運
用
は
積
極
的
に
考
え
る
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
。
大
澤
裕
「
証
拠
開
示
制
度
」

法
律
時
報
八
六
巻
一
〇
号
（
二
〇
一
四
年
）
五
二
頁
等
参
照
。

（
96
）
被
告
人
側
が
検
察
官
の
打
診
を
期
し
て
主
張
の
具
体
化
や
開
示
請
求
を
怠
る
虞
が
あ
る
が
、
主
張
と
開
示
請
求
を
具
体
的
に
し
た
方
が
打
診
も
得
ら
れ
や
す
い
点
で

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
残
っ
て
お
り
、
ま
た
被
告
人
側
が
明
ら
か
に
そ
う
し
た
戦
術
に
で
る
場
合
は
、
検
察
官
は
警
告
の
上
、
合
理
的
蓋
然
性
の
あ
る
証
拠
の
開
示
以
外

の
能
動
的
な
措
置
は
差
し
控
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

（
97
）
最
決
平
成
一
九
年
一
二
月
二
五
日
刑
集
六
一
巻
九
号
八
九
五
頁
。
一
連
の
判
例
に
つ
い
て
は
、
安
井
哲
章
「
公
判
前
整
理
手
続
に
お
け
る
証
拠
開
示
」
法
學
新
報

一
一
七
巻
九
・
一
〇
号
（
二
〇
一
一
年
）
一
〇
三
頁
等
参
照
。

（
98
）
酒
巻
・
前
掲
注（
9
）二
四
頁
以
下
。
ま
た
川
出
敏
裕
「
公
判
前
整
理
手
続
に
お
け
る
証
拠
開
示
の
動
向
」
刑
ジ
ャ
二
一
号
（
二
〇
一
〇
年
）
四
四
頁
以
下
も
参
照
。

（
99
）
限
定
説
に
立
て
ば
、
警
察
官
の
保
管
す
る
証
拠
に
憲
法
が
開
示
を
要
求
す
る
も
の
が
存
在
し
た
場
合
、
開
示
の
担
保
手
段
は
裁
判
所
の
訴
訟
指
揮
権
に
基
づ
く
個
別

的
開
示
命
令
の
み
と
な
る
。
酒
巻
・
前
掲
注（
9
）二
六
頁
参
照
。
そ
の
場
合
、
現
行
法
の
提
示
命
令
や
即
時
抗
告
の
規
定
の
直
接
適
用
は
な
く
、
ま
た
憲
法
は
複
数
の

証
拠
を
総
合
し
て
評
価
し
た
と
き
に
合
理
的
蓋
然
性
が
あ
る
場
合
も
開
示
を
要
求
す
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
（
二
⑵
②
参
照
）、
憲
法
の
要
求
す
る
開
示
の
実
効
性
の
担
保



一
八
二

と
い
う
観
点
か
ら
は
心
も
と
な
い
。

（
100
）
川
出
・
前
掲
注（
98
）四
五
頁
。
ま
た
酒
巻
・
前
掲
注（
9
）二
五
も
参
照
。

（
101
）
尚
、
検
察
官
が
現
に
保
管
・
利
用
す
る
証
拠
の
範
囲
で
開
示
す
れ
ば
当
事
者
の
武
器
対
等
・
実
質
的
対
等
は
実
現
し
、
そ
れ
以
上
の
開
示
は
当
事
者
主
義
か
ら
は
積

極
的
に
要
請
さ
れ
な
い
と
解
す
る
向
き
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
検
察
官
と
被
告
人
が
対
等
な
の
は
確
か
に
せ
よ
、
三
2
⑶
ⅱ
で
検
討
し
た
通
り
、
訴
追
者
た
る

検
察
官
と
被
告
人
と
は
予
定
さ
れ
て
い
る
役
割
が
異
な
り
、
そ
れ
を
捨
象
し
抽
象
的
な
当
事
者
の
対
等
性
と
証
拠
開
示
の
範
囲
を
直
に
結
び
つ
け
る
論
法
に
は
無
理
が

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
渥
美
・
前
掲
注（
5
）一
一
頁
参
照
。
武
器
対
等
や
実
質
的
対
等
は
、
広
範
な
証
拠
開
示
を
支
え
る
根
拠
と
し
て
肯
定
的
に
捉
え
ら
れ
る
こ
と

も
あ
る
が
、
当
事
者
主
義
の
下
で
検
察
官
に
期
待
す
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
証
拠
開
示
を
制
限
す
る
論
拠
に
も
な
り
う
る
点
で
ミ
ス
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
な
概
念
だ
と
思
わ
れ

る
。
田
宮
・
前
掲
注（
78
）二
四
八
頁
参
照
。

（
102
）
そ
の
責
任
は
捜
査
機
関
で
は
な
く
訴
追
者
た
る
検
察
官
に
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。See, K

yles, 514 U
.S., at 437

─40.

（
103
）
酒
巻
・
前
掲
注（
4
）三
一
四
頁
も
ブ
レ
イ
デ
ィ
法
理
に
つ
い
て
、「
訴
訟
の
過
程
に
お
け
る
そ
の
実
際
上
の
意
義
は
、
検
察
官
の
訴
訟
活
動
が
信
義
に
則
り
公
正
に
行

わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
法
曹
倫
理
を
、
憲
法
に
由
来
す
る
よ
り
高
次
の
義
務
も
あ
る
と
言
明
し
た
だ
け
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
」
と
評
す
る
。

（
104
）
合
衆
国
で
も
ブ
レ
イ
デ
ィ
法
理
の
実
効
性
を
担
保
す
る
方
策
を
必
ず
し
も
十
分
に
開
発
で
き
て
い
な
い
の
は
確
か
だ
が
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
り
、
証
拠
開
示
に
慎

重
な
連
邦
に
お
い
て
も
か
か
る
観
点
か
ら
刑
事
訴
訟
規
則
改
正
の
検
討
、
司
法
省
の
開
示
方
針
の
策
定
、
法
律
案
の
提
出
等
の
真
剣
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

拙
稿
・
前
掲
注（
8
）四
六
巻
四
号
二
〇
八
頁
以
下
、
グ
リ
ー
ン
ら
・
前
掲
注（
26
）八
六
七
頁
以
下
参
照
。
指
宿
信
『
証
拠
開
示
と
公
正
な
裁
判
（
増
補
版
）』（
現
代
人

文
社
、
二
〇
一
四
年
）
一
四
〇
頁
以
下
、
一
七
六
頁
以
下
参
照
。

〔
付
記
〕今

日
に
至
る
ま
で
椎
橋
隆
幸
先
生
に
賜
っ
た
温
か
い
ご
指
導
と
ご
厚
恩
に
は
御
礼
の
申
し
上
げ
よ
う
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
先
生
の
ご
学
恩
に
僅
か

で
も
報
い
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
一
層
研
究
に
精
進
い
た
し
ま
す
。

（
日
本
大
学
法
学
部
助
教
）


